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【 あ と が き 】 











| 建て た 家 の 数 だ け 幸 せ が あ る 

「 ど この 町 へ 行っ て も 暖か く 迎 えて くれ る 人 た ちがい る ] 
最後 の 仕 器 を 運び 込み 、 準 備 の 幣 っ た 事務 所 の 椅子 に 
か ける と 、 あ な た は そう つぶ や きま し た 。 

人 々 の 生活 に 夢 を 与え る アー キテ クト (建築 家 ) の 道 
を 天職 と 悟っ て か ら 数 年 。 苦 労 し て つか ん だ 一 級 和 建築 
上 の 資格 も 、 有 名 な 建築 家 の も と で 賞 や し た 修行 の 経 
験 も すべ て 今日 この 日 の た め の も の で し た 。 

小 き な ワン ルー ム マ ンション に 構え た 小さ な 設 計 事務 所 
で は あり まし た が 、 初 め て 自分 で 持つ 仕事 場 で あり 自分 
だ け の 城 で す 。 建 築 士 と し て 独立 し た あな た は 、 今 
か ら 新 た な 一 歩 を 刻ん で いく の で す 。 











あな た は これ か ら た くさ ん の 人 と 出会い 、 そ の 人 た ちの 
家 を 設計 する こと で 生計 を た て て いか な けれ ば な り ま せ 
ん 。 し か し 、 同 時 に 素晴らし い 家 を 設計 する こと を 通 
じ て 、 彼 ら の 夢 を か な えて いけ ば 、 や が て それ ぞ れ の 町 
で あな た の 名 声 は 深く 根ざし て いく こと に な る で し ょ う 。 
世の中 に は いろ いろ な 客 が いま す 。 職業 ひと つ を と っ て 
も 、 会 社員 か ら 自営 業者 、 さ ら に は 芸能 人 や スポ ー ツ 
選手 な どき さま ざま で す 。 

こう し た 人 と の 一 期 一 会 が 新た な 出逢い を あな た に も た 
らし て いき ます 。 出 会 っ た 客 は あな た の 人 生 に 影響 を 与 
える こと も ある で し ょ うし 、 ま た 数 々 の 事件 や イベ ント 
に 巻き 込ん で いく こと も ある で し ょ う 。 あ な た の 設計 の 
腕 と 決断 が 、 や が て ゲー ム を いろ いろ な エン ディ ング へ 
と 誘っ て いき ます 。 


「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 」 と は 単なる 設計 シミ ュ レ ーション 
だ け で な く 、 建 築 士 と し て の 人 生 そ の も の を シミ ュ レ ー 
ト し た ゲー ム な の で す 。 


番 穫 穫 穫 穫 穫 傘 


この ゲー ム を お 楽し みい た だ く た め に 必要 な 準備 事項 を ま と 
め て あり ます 。 初め て ゲー ム を プレ イミ きれ る 場合 は 、 必 ず お 
読み くだ さい 。 


《 パ ッ ケ ー ジ 内 容 》 





「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 の バッ ケー ジ の 中 に は 、 以 下 の も の 
が 人 っ て いま す 。 
内 容 を 確認 し て くだ さい 。 


@3.5、5FD 版 ……… フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 6 枚 (DISK1~6) 
※DISK1 は キー ディ スク と し て 使用 し ます 。 


@CD-ROM 版 ………CD-ROM 1 枚 

8) 補 ニ ュ ア eo 一 情 

3) アン ケー ト は が き … 一 枚 

万 が 一 、 内 容 に 足り な いも の が あっ た 場合 は 、 お 手数 で 
が パッ ケー ジ 裏 面 の 連絡 先 まで 連絡 し て くだ さい 。 


《 ゲ ー ム に 必要 な 環境 》 
コン ピュ ー タ の 機種 ・ 設 定 に よっ て は 、 ゲ ー ム が 起動 で き な 
い 場 合 が あり ます の で 、 あ ら た め て 確認 し て くだ さい 。 








く 対応 機種 > 

@NEC PC-9801VXUUX 以 降 、PC-9821 シ リー ズ 
@EPSON PC シリ ー ズ 

※CPU80386 以 上 推奨 


く 必 須 ハ ー ド 系 件 〉 

る @ ハ ー ド ディ スク 専用 (空き 容量 11MB 以 上 必要 ) 

@ メ イン メモ リ 640KB 

⑯ ア ナ ロ グ ・ カ ラー ディ スプ レイ (モノ クロ に は 対応 し て いま せん ) 
@MS-DOSVer.3.3 以 降 (FD 版 ) 

る @MS-DOSVer.5.0 以 降 (CD-ROM 版 ) 

@FD ド ライ ブ 1 ドラ イブ (FD 版 ) 

@CD-ROM ド ライ ブ (CD-ROM 版 ) 

※CD-ROM ド ライ ブ は NEC 純 正 品 の み 対応 

※CD-ROM ド ライ ブ に は 、 対応 す る CD-HOM ド ライ バ が 必要 で す 。 





3 介 隊 = と か 


〈 対 応 ハー ド 柔 件 〉 
@FM 音 源 ボ ー ド (PC-9801-26K 互 換 ) 
※FM 音 源 ボ ー ド は NEC 純 正 品 の み 対応 

@ バ スマ ウス 

@ プ リン タ 

※NECPR201 互 換 機 の み 対 応 


《 イ ンス トー ル の 方 法 》 


「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 は ハー ド デ ィ スク 専用 で す の で 、 初 
め に イン スト ー ル を 行なわ な いと 、 ゲ ー ム を 起動 する こと が 












で きま せん 。 

〈FD 版 の イン ス トー ル 方 法 > 

ハー ド デ ィ スク が 、Ver3.3 以 降 の MS-DOS で 初期 化 さ きれ て い 
て 、 ま た 空き 容量 が 11MB 以 上 ある か を 確認 し た 上 で 、 以 下 
の 作業 を 行なっ て くだ さい 


① パ ソコ ン の 電源 を 入れ 、 ハ ー ド ディ スク か ら MS-DOS を 起 
動 し ます 。 

ディ スク 1 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 挿入 し ます 。 

⑧DOS の カレ ント を 、 デ ィ ス ク 1 を 挿入 し た ドラ イブ に 変更 
し ます 。 

【 例 】 ディ スク を 挿入 し た ドラ イブ が B に 割り 当て られ て いる 

場合 は キー ボー ド か ら 

B: 回 (リターン) と 入力 し ます 。 

④ 以 下 の 例 の よう に イン スト ー ル ・ コ マン ド を 入力 し 、 

思 を 押し て くだ さい 。 

【 例 】 

B>MHD2INST 回 

イン スト ー ル を 始め る 前 に 、 ハ ー ド ディ スク の 空き 容量 を 
調べ ます 。 

※ ハ ー ド ディ スク に 1 1 MB 以 上 の 空き 容量 が 無い 場合 は 、 何 か の キ 
ー を 押す こと で 、 イ ンス トー ル ・ ブ ログ ラム は 終了 し ます 。 こ の 
場合 は 、 ハ ー ド ディ スク に 、 充 分 な 空き 容量 を 確保 し た うえ で 、 
③ か ら や り 直 し て くだ さい 。 

ハー ド デ ィ スク の イン スト ー ル 可能 な ドラ イブ が 表示 され 
ます の で 、 イ ンス トー ル し た い ド ライ ブ を 選ん で くだ さい 。 

⑦ ド ライ ブ を 選択 し た ら 、 つ ぎ に デ ィ レ クト リ 名 を 入力 し て 
くだ さい 。 何 も 入力 し な いと 、 デ ィ レ クト リ 名 は MHD ら 
に な り ま す 。 





















































電 得 和音 得 奄 息 和 


⑧ 入 力 し た ディ レク トリ 名 で 良い か どう か 尋ね ます の で 、 
の まま で 良い 場合 は Y を 、 変 えた い 場 合 は N を 入力 Ce 
だ さい 。 

⑨ イ ンス トー ル が 開始 され ます 。 あ と は 、 画 面 の 指示 に し た 
が っ て くだ さい 。 

⑩ イ ンス トー ル が 無事 終了 する と 、 終 了 メ ッ セ ー ジ が 表示 さ 
れ 、MS-DOS に 戻り ます 。 


〈CD-ROM 版 の イン ス トール 方 法 〉 
ハー ド デ ィ スク が 、VerS.0 以 降 の MS-DOS で で きれ て い 


て 、 ま た 空き 容量 が I1MB 以 上 ある か を 確認 し た 上 で 、 以 下 
の 作業 を 行なっ て くだ さい 。 


① パ ソコ ン の 電源 を 入れ 、 ハ ー ド ディ スク か ら MS-DOS き を 起 
動 し ます 。 

②CD-ROM を CD-ROM ドラ イブ に 挿入 し ます 。 

③DOS の カレ ント を 、CD-ROM を 挿入 し た ドラ イブ に 変更 
し ます 。 

【 例 】CD-ROM を 挿入 し た ドラ イブ が B に 割り 当て られ て い 
る 場合 は キー ボー ド か ら 
B : 回 と 入力 し ます 。 

④ 以 降 は 、(FD 版 の イン スト ー ル 方 法 ) を 参照 し て くだ さい 。 


※ イ ンス トー ル 方 法 及 び 使 用 方 法 を 誤る と 、 ハ ー ド ディ スク の 内 容 
を 破壊 する 恐れ が あり ます 。 万 一 に 備え 、 事 前 に ハー ド デ ィ スク 
の 内 容 の バッ クア ッ プ を 取っ て お く こ と を お 勧め し ます 。 

※ 増 設 ド ライ ブ か ら イ ンス トー ル す る 場合 は 、 増 設 ド ライ ブ を 優先 
する よう に ディ ッ プ スイ ッ チ を 変更 し て くだ さい 。 変更 方 法 は 、 
お 手持 ちの ハー ド の マニ ュ ア ル を お 読み くだ さい 。 


nA mm mn の 7 の 7 の 
飼 We HT Te NR グ 


(起動 方 法 》 





① ハ ー ド ディ スク より MS-DOS を 立ち 上 げ 、 コ マン ド 待 ちの 
状態 に し ます 。 

⑧②FD 版 の 場合 は 、、「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 の ゲー ム デ ィ ス ク 
(1) を ドラ イブ 1 に セッ ト し て くだ さい 。 
CD-ROM 版 の 場合 は 、「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 の CD- 
ROM デ ィ ス ク を CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト し て くだ さい 。 

※ 不 法 コ ピー 防止 対策 の も の で す 。 ご 面倒 で も オリ ジ ナ ルディ スク 
を セッ ト し て くだ さい 。 

カレ ント ドラ イブ を ゲー ム を イン スト ー ル し た ドラ イブ に 移 
し ます 。 


人 @ カ レン トド ライ ブ の 変更 

カレ ント ドラ イブ の 変更 は DOS の コマ ンド 待ち の 状態 で 、 

「 ド ライ ブ 名 」「 コ ロン ( : ) 」 と 入力 し て 、 押し ます 。 

【 例 】 マイ ホー ム ド リ ー ム を イン スト ー ル し た の が 「B」 ド ライ 
ブ の 場合 
B: 

と 入力 し ます 。 

※ 画 面 に 「A>」 と 表示 され て いて 、「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 を イン ス 
トー ル し た ドラ イブ が 「A ド ライ ブ 」 の 時 は この 手順 は 必要 あり ま 
せん 。 

④ マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 を イン スト ー ル し た ディ レク トリ に 移 
動 し ます 。( 基 本 的 に は イン スト ー ル 時 に 「MHD2」 と いう 
ディ レク トリ に 指定 され て いま す 。) 








@ デ ィ レ クト リ の 変更 
ディ レク トリ の 変更 は DOS の コマ ンド 待ち の 状態 で 、「C」「D]」 
「\」「 変 更 する ディ レク トリ 名 」 と 入力 し て 、 回 を 押し ます 。 
【 例 】 「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 を イン スト ー ル し た の が 
「MHD2」 と いう ディ レク トリ の 場合 
「CD\MHD2」 回 
と 入力 し ます 。 





⑤「MHD2.BAT」 を 実行 し て くだ さい 。 
④ の 手順 を 終え た 段階 で T コ マン ド ま た は ファ イル 名 が 違い 
ます 」「 デ ィ レ クト リ の 指定 が 違い ます ] な ど エ ラー メッ セー 
ジ が 出 て いな い 場 合 、 正 し く 「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 の デ 
ィ レ クト リ に 移っ て いま す の で 、「MHD2.BAT] を 実行 で 
きま す 。 


厚 





「MHD2」 回 
と 入力 し ます 。 

⑥ 以 上 の 手順 で 「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 が 始ま り ます 。 

※「 メ モリ ー 不 足 の た め 起 動 で きま せん で し た 」 と 表示 され た 場合 「 マ 
イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 を 起動 する た め に 必要 な メモ リ 容 量 が 確保 で 
き て いな い の で 、 ゲ ー ム を スタ ー ト させ る こと が で きま せん 。 こ 
の 場合 は 、CONFIG.SYS な どの 設定 を 変更 し て 、 メ モリ を 確保 
し て か ら 起 動 し 直し て くだ さい 。 


※ こ の ゲー ム を 正常 に 起動 する に は 、 メ イン メモ リ の 空き 容量 が 
500K バ イト 必要 で す 。 
※CONFIG.SYS な どの 設定 の 書き 換え か た は 、MS-DOS の マニ ュ 
アル な ど を 参照 し て くだ さい 。MS-DOS の 知識 が な いま ま 、 
CONFIG.SYS な ど を 不用 意 に 書き 換え る と 、MS-DOS が 起動 で 
き な く な る 恐れ が あり ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 








(基本 操作 ) 
ゲー ム を 始め る 前 に 、 こ の ゲー ム で 必要 な 基本 操作 を 理解 
し て くだ きい 。 
〈 項 目 の 選択 〉 
マウ ス を 動か す と 、 画 面 上 に 1 で 表示 され る マウ スカ ー ソ ル 





が それ に 合わ せ て 画面 上 を 移動 し ます 。 さ ら に 、 選 択 で きる 
項目 の 上 に カー ソル を 移動 する こと で 、 そ の 項目 を 選択 で き 
る よう に な り ま す 。 








〈 項 目 の 決定 〉 

項目 が 選択 され て いる と き に マウ ス の 左 ボ タン を 押す (以下 、 
クリ ッ ク と 呼ぶ こと に し ます ) と 、 選 択 し た 項目 が 決定 で き 
ます 。 


く (キャンセル > 

画面 を 前 に 戻し た いと き や 、 決 定 を 取り 消し (以下 、 キ ャ 
ン セ モル ) し た いと き に は 、 マ ウス の 右 ボ タン を 押し ます ( 以 
下 、 右 クリ ッ ク と 呼ぶ こと に し ます )。 


〈 ス クロ ー ル > 

画面 上 の 表 な ど で 、 上 下 に ペー ジ が 人 存在 する 場合 は 、 表 の 
横 に ある スク ロー ル バ ー を 移動 きせ る (ドラ ッ グ する ) こと 
と が で きま す 。 


で 、 ペ ー ジ を スク ロー ル さ せる 








奄 介 介 得 


《 ゲ ー ム の 開始 方 法 》 











最初 か ら 始め る N 
前 回 の 続き か ら 始め る 
保存 し た 所 か ら 始 め る 
















オー プ ニ ン グ ・ デ モ が 終了 する と 、 画 面 に タイ トル 画面 が 表 
され ます 。 

タイ トル 画面 表示 時 に 画面 を クリ ッ ク す る と 、「[ ゲ ー ム を 始 
め る 」「 練 習 モ ー ド に 入る 」 と いう 選択 肢 が 表示 きれ ます 。 


〈 ゲ ー ム を 始め る > 

「 ゲ ー ム を 始め る ] を 選択 する と 、 つ ぎ に 「 最 初 か ら 始 め る ] と 
「 前 回 の 続き か ら 始め る と 「 保 存 し た 所 か ら 始 め る ] と いう メ 
ニュ ー が 表示 され ます 


人 る 「 最 初 か ら 始 め る 」 
ゲー ム を 初め か ら プ レイ する 場合 は 、 こ ちら を 選択 し て くだ 
さい, 


「 最 初 か ら 始め る 」 を 選択 し た ら 、 つ き に 「 プ レー ヤ 
一 登録 」 を 行ない ます 。 こ れ か ら あ な た か 成り 代わ 
る 建築 士 の 名 前 、 及 び 性 別 を ご 自分 で 決め て くだ 


きい 。 


人 名 前 と 性 別 の 入力 方 法 

ダル デー ヤ ー ep ドウ が 開い た ら 、 氏 名 の 記 人 本 を クリ 
ク す る こと に より 、 ウ イン ドウ の 右側 に [文字 種 メ ニュ ー」 

が 開き ま + 

文字 種 に は 「『 漢 字 」「( ひ ら ) か な 」「( カ タ ) カナ 』「 英 数 」「 空 白 」 

「< (消去 ) 」 が あり ます 

人 @ 漢 字 の 入力 

「 文 字 種 メニ ュー」 の 「 漢 字 ] を クリ ッ ク す る こと に より 、「 読 

み | の テー ブル が 表示 

を ご で 。、 天乃 し た で 探し ます 。 漢字 (音読 み ) 

を か な で 書く 場合 の 最初 の か な を 、 公 と スク ロー ル バ ー で 

選び クリ ッ ク す る と 、 リス ト が 表示 きれ る の で 、 同 じ よ 

うに マヤ と スク ロー 、 人 力 し た v を 見 つけ 

た ら ク リッ ク し ます 。 が 氏名 の 記入 棋 き 込 まれ 

ます 。 同 じ よ うに し て 、 記 和信 欄 が すべ て 埋まる まで 人 力 す る 

こと が で きま す 



























番傘 人 夫人 


ひら が な の 入力 

「 文 字 種 メニ ュー」 の 「 か な ] を クリ ッ ク し ます 。「 ひ ら が な ] の 
30 音 順 の リス ト が 表示 きれ る の で 、 人 ヤヤ と スク ロー ル バ ー で 
選び クリ ッ ク す る と 、 そ の 「 ひ ら が な ] が 氏名 の 記入 本 に 午 き 
込ま れ ま す 。 同 じ よ うに し て 、 記 入 側が すべ て 埋まる まで 人 人 
力 す る こと が で きま す 。 


@ カ タカ ナ の 入力 
「 文 字 種 メ ニュ ー」 の 「 カ ナ 」 を クリ ッ ク し ます 。 あ と は 「 か な ] 
の 入力 と 同じ で す 。 


人 英字 、 数 字 の 入力 

「 文 字 種 メニ ュー」 の 「 英 数 ] を クリ ッ ク し ます 。 数 字 の [0 一 
9 と 「 ア ルフ ァ ベ ッ ト 大 文字 (ヘーZ) 」「 ア ルフ ァ ベ ッ ト 小 文 
字 (a~z) 」 の リス ト が 表示 きれ ます 。「 か な] と 同様 に 、 入 
力 し た い 文 字 (数 字 ) を クリ ッ ク し ます 。 


人 空白 

「 文 字 種 メニ ュー」 の 「 空 白 ] を クリ ッ ク し ます 。 記 入 本 に 一 文 
字 分 の 空白 (スペ ー ス ) が 入力 され ます 。 

4 

「 文 字 種 メ ニュ ー」 の 「 4 」 を クリ ッ ク し ます 。 記 入 欄 に 入力 
し た 文字 を 一 文字 消去 (バッ クス ペー ス ) する こと が で きま す 。 


人 終り 
「 文 字 種 メニ ュー」 の [終り] を クリ ッ ク す る こと で 、 氏 名 の 入 
力 を 終了 で きま す 。( 右 クリ ッ ク で も 終了 し ます ) 


人 @ 性 別 の 入力 

「 性 別 」 の 空欄 を クリ ッ ク し ます 。「 性 別 メニ ュー」 が 開き ます 
の で 、「 男 性 」 か 「 女 性 ] の どちら か を 選ん で クリ ッ ク し て くだ 
きい 。 


人 登録 の 終了 

氏名 及び 性 別 を 入力 し 終え を た ら 、「 プ レー ヤー 登録 ウイ ンド 
ウ ] の 「 終 了 」 を クリ ッ ク し て くだ きい 。 

な お 、 プ レー ヤー 登録 は 必ず 行なっ て くだ さい 。 登 録 し な い 
まま で は 、 ゲ ー ム を 始め る こと は で きま せん 。 

名 前 と 性 別 を 入力 し 終わ っ た ら 、 い よい よ ゲ ー ム の 開始 で す 。 












(ii 
邊 
n 凍 」 | 
ll 
る 「 続 きか ら 始 め る 」 
前 回 プレ イ を 終了 し た 所 か ら 、 肌 び 始 め る こと が で きま す 。 
この 場合 、 終 了 す る と き に 特に 「 保 存 ] を 行なわ な く て も 、 


前 回 回 分 の デー タ は 保存 きれ る よう に な っ て いま す 。 で す 
か ら 、 誤 っ 了 を 選ん で し まい 、 中 断 し て し まっ た と き な 
ども 、 こ れ を 選べ ば 再開 で きる よう に な り ま す 。 た だ し 、 
度 上 再開 し て 進め て し まう と 、 元 の デー タ は 消え て し まい ます 
の で 注意 し て くだ さい 










人 る 「 保 存 し た 所 か ら 始 め る 」 

ゲー ム の 保存 デー タ を 読み 込む こと で 、 途 中 か ら 再 開 す る こ 
と が で きま す 。 

「 保 存 し た 所 か ら 始 め る ] を クリ ッ ク す る と 、 保 存 デ ー タ を 読 
み 込 むための 「 読 込 テー プル が 表示 きれ ます 。 自 分 が 庄 開 し 
た い 「 保 存 デー タ 」 を 選ん で クリ ッ ク し て くだ さい 。 

保存 し た と き の 状 態 で 、 ゲ ー ム が 再開 され ます 。 

「 保 存 デ ー タ ] が 無い 場合 は 、 自 動 的 に 「 最 初 か ら 始 め る ] を 選 
ん だ と き と 同 様 に な り ま す 。 

また 、 ゲ ー ム を 開始 し た あと で も 、 メ イン 画面 の コマ ンド ウゥ ウ 
イン ドウ の 「 シ ステ ム 」 を クリ ッ ク し 、 メ ニュ ー の 中 の 「 読 込 」 
を クリ ッ ク し 、 保 存 デ ー タ の テー ブル か ら 読 み 込み た い デ ー 
タ を 選択 すれ ば 、 そ の 保存 デー タ の 所 か ら 瑞 開 す る こと が で 
きま す 。 








く (練習 モー ド に 入る > 
「 練 習 モ ー ド に 入る 」 を 選択 する と 画面 が 切り 替わり 、「[ 練 習 
モー ド 」 に な り ま す 。 





























《 デ ー タ の 保存 ) 





《 ゲ ー ム の 終了 方 法 》 


と が で き 
る 「 設 計 」 の 中 で も 、 特 に 基礎 的 な 項目 だ け を 練習 する こと 
が で きま す 。( 一 p.11 [第 2 章 練習 モー ド 】) 








この ゲー ム で は 、 今 現在 の 時点 の ゲー ム の 状態 を いく つも 保 
存 し て お く こ と が で きま す 。「 メ イン 画面 」 の コマ ンド ウイ ン 
ドウ 内 の 「 シ ステ ム 」 を クリ ッ ク し ます 。 

そし て 、「 終 了 」「 読 込 』「 保 存 ] の メニ ュー が 表示 きれ た ら 、 
「 保 存 ] を クリック し ます 。 





する と 、 全 部 で 10 ヶ 所 ある 保存 デー タ 領 域 が 表示 され ます 
か ら 、 そ の 中 の 一 つ を 選ん で クリ ッ ク す る と 、 そ の 領域 に 現 
在 の 状態 を 「 保 存 ]」 す る こと が で きま す 。 





すでに 「 保 存 ] し て ある 領域 を 選ん で 「 保 存 ] し た 場合 は 、 以 


前 の デー タ が 消え て し まい ます か ら 、 気 を つけ て くだ さい 。 





ゲー ム を 終了 し た い 場 合 は 、「 メ イン 画面 ] の コマ ンド ウイ ン 
ドウ 内 の 「 シ ステ ム 」 を クリ ッ ク し ます 

「 終 了 」「 読 込 「 保 存 ]」 の メニ ュー が 表示 きれ ます の で 、「 終 
了 」 を 選ぶ と 、 ゲ ー ム は 終了 し ます 





ma [第 a 章 練習 モー ド ] 間 


(練習 モー ド と は ) 


ここ で は 、「 練 習 モ ー ド ] に つい て の 説明 を し ます 





この モー ド は 、 家 の 「 設 計 」 部 分 だ け を 、 あ ら か じ め 練 習 す る 
た め の も の で す 

「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 を 初め て プレ イ さ れる 方 、 ゲ ー ム を 
や っ て みた けれ ど な か な か 設計 が うま くい か な い 方 は 、 こ の 
モー ド で し っ か り と 設計 プロ セス を 練習 し て か ら 、 ゲ ー ム に 
向かっ て くだ さい 。 


本編 と の 違い > 

この モー ド で は 、「 設 計 」 以 外 の こと は で きま せん 。 

し た が っ て 、 顧 客 、 土 地 の 売 買 、 家 具 の 売買 、 評 価 、 イ ベ 
ント な ど は 、 一 切 省 か れ て いま す 。 

この モー ド で は 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て いる 寺地 に 、 家 を 
軒 だ け 建 て る こと が で きま す 。 和 建具 、 設 代 な どの パー ツ 類 は 、 
最小 限 に と ど め て あり ます 。 

また 、 本 来 は 設計 が 完了 する と 、 着 上 上 し て 完成 を 迎え 
の 「 外 観 」 や 「 内 観 ] を 見 る こと に な る わけ て 
こ で は 設計 画面 か ら 直接 [外観]」、「 内 観 」 を 鑑賞 で きる よう 
に な っ て いま す 。 















































ラス テム 


の 7 


ノ 


者 穫 穫 大 大 邊 年 


(設計 の し か た > 

設計 操作 に つい て は 【 第 7 章 設計 】(p.34) に 詳し く 説 
明 し て あり ます か ら 、 参 照 し て くだ さい 。 

く 内 観 を 見 る > 

「 内 観 」 を 見 る 場合 は 、「 外 観 」 と 同じ よう に 「 シ ステ ム | を クリ 
ッ ク し て 、 開 いた メニ ュー か ら 「 内 観 」 を 選び ます 。 





「 内 観 」 画 面 で の 操作 に つい て は 、【 第 B 章 】 の ( 家 を 鎧 賞 する ) 
(p.81) を 参照 し こく だ さい 。 


MA 

この モー ド で は 、 設 計 を し て すぐ に 「 外 観 」 を 見 る こと が で き 
ます 。 

「 外 観 」 を 見 = 設計 画面 の 右 下 に ある 「 シ ステ ム 」 を 
クリ ッ ク し て 、 開 いた メニ ュー か ら 「 外 観 ] を 選び ます 。 





「 外 観 ] 画 面 で の 操作 に つい て は 、【 第 8 章 】 の 《( 家 を 鑑賞 する )》 
(p.91) を 参照 し こく だ さい 。 


く 練習 モー ド の 終了 > 

この モー ド を 終了 する 場合 は 、「 シ ステ ム 」 を クリ ッ ク し て 、 
開い た メニ ュー か ら 「 終 了 」 を 選び ます 。 

する と 「 練 習 モ ー ド | は 終了 し 、 ゲ ー ム 開始 画面 に 戻り ます 。 





mm 【 第 3 章 


ゲー ム の 基本 設定 】 間 


ゲー ム の 操作 説明 を 始め る 前 に 、 プ レー ヤー の 状況 と 役割 、 
ゲー ム の 目的 、 終 了 条 件 な ど を 説明 し ます 。 


《 プ レー ヤー の 状況 と 役割 》 


《 ゲ ー ム の 目的 》 





「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2 」 で の あな た の 役割 は 、 駅 け 出し の 建 
築上 で す 。 

念願 の - 級 建築 士 試験 に 合格 し 、 設 計 事 橋 所 開設 を 決意 
し て か ら は 、 独 立 に 向け て 努力 を し 、 先 諾 の 設計 凸 や 知人 
か ら の 用 強い 励ま し も あっ て 、 な ん と か 事務 所 開設 を 実現 
きせ まし た 。 こ れ ま で の 信用 に より 、10 年 間 の 期限 付き で 銀 
行か ら の 融資 も 受け られ る よう に な り ま し た 。 

あな た は これ か ら の 10 年 間 で 、 人 々 に マイ ホー ム の 牙 を 叶え て 
あげ な が ら 、 さ ら に 自分 だ け の 玉 の 実現 を 指し て くだ さい 。 


この ゲー ム は 、10 年 間 で 終了 し ます 。 そ し て 、 そ の 時 点 で 
は 、 事 務 所 開設 時 に 銀行 か ら 受 けた 融資 額 を すべ て 返済 し 
な く て は いけ ませ ん 。 そ の た め に は 、 あ な た に 仕事 を 依頼 し 
て 来る お 客 き ん の 家 を 可能 な 限り 建て 、 建 築 |- と し て の 全 
計 を 立て て いく 必要 が あり ます 。 

し か し 、 そ れ 以 上 の 最終 目的 は 、 は っ きり 決め られ て いま せん 。 
あな た に 与え られ た 10 年 間 を 、 ど の よう に 過ごそ うと 、 そ れ 
は まっ た く の 自 由 で す 。 





《10 年 後 =- ス ペ シ ャ ル ステ ー ジ 》 





10 年 間 が 終了 する と 、 そ れ ま で に あな た が 得 た 収益 を 元 に 、 
自分 の た め だ け の 家 (マイ ホー ム ) を 建 ら れる よう に な る ス 
ペ シ ャ ル ステ ー ジ に 移行 し ます 。( 順 客 の 家 は 建ち られ な く な 
り ま す 。 た だ し 、 着工 を 済ま せ て ある 家 に 関し て は 、 売 却 す 
る まで 面倒 を 見 る こと が で きま す 。) スペ シャ ルス テー ジ で 
は 、 所 持 金 の 許す 限り 、 ど の 土地 に どの よう な 家 を 建て よ 
うと か まい ませ ん 。 所 持 金 に ゆとり が ある 場合 は 、 複 数 の 家 
を 建て る こと も 可能 で す 。 


i 管 1 


(所 持 金 * 極 度 額 ) 


さら に 、 出 来 上 っ た 家 に 対す る 評価 は 、 一 切 行なわ れ な く 
な り ま すか ら 、 あ な た の まっ た く 自 由 を 楽し むこ と が 
で きま す 。 

も ちろ ん 、 ス ペ シ ャ ル ステ ー ジ に 進む 前 に 、 所 持 金 の 中 か ら 
銀行 へ 融資 額 を 返済 し な けれ ば な ら な い の で 、 返 済 を し て も 
余り ある だ け の 収益 を あげ て いな けれ ば 、 満足 に 宗 を 建て る 
こと が で き な く な り ま す 。 で すか ら 、 夢 の マイ ホー ム を 建て 
る た め に は 、 毎 日 の 労力 が 重要 な の で す 。 

し た が っ て 、 資 金 が 底 を つき 、 も う 家 を 建 ら れ な いと 判断 し 
た ら 、 そ の と き が この ゲー ム の 終了 の と き で す 。 




















ー ム が 開始 し た 時 点 で は 、 銀 行か ら 「 極 度 額 」" の 範囲 内 
で お 金 を 借り て ゲー ム を 進め ます 。 
お 金 は 、 土 地 の 購入 、 家 の 建築 、 家 具 の 購入 な どの 際 に 必 
要 と な り ま す 。 
初め は 銀行 か ら の 借金 で 仕事 を まわ し て いく 訳 で す が 、 あ な 
た の つく っ た 家 が 、 か か っ た 費用 を 上 回 る 金額 で 売却 で きる 
よう に な る と 、 そ の 差 額 は 利益 と し て 「 所 持 金 ] に な り ま す 。 
10 年 間 の プレ イ を 通し て 増やし た 「 所 持 金 ] が 、 ス ペ シ ャ ル ス 
テー ジ で 白 分 の 家 を 建て る と き の 資 金 と な り ま す 。 











(*1) ここ で いう 「 極 度 額 」 こ は 、 銀 行 が あな た の 経験 や 信用 に 対し 
て 貸し 出す お 金 の 限度 を 示す も の で 、 ゲ ー ム 開始 時 は 1 億 円 に 
な っ て いま す 。 あ な た は この 「 極 度 額 」 の 範 団 で いつ で も 銀行 
か ら お 金 を 借り る こと が で きま す 。 1 年 が 経過 する ご と に 、 あ 
な た の 銀行 査定 に 応じ て この 「 極 度 額 」 も 変動 し 、 普 通 は 年 ご 
と に 経験 や 信用 が 高まる に つれ 、「 極 度 額 」 の 枠 は 増え て いき 
ます 。 


mm 【 第 4 章 メイ ン 画 面 と コマ ンド 】 間 


《 メ イン 画面 》 


"は 、 ゲ ー ス 進行 の 中 心 と な る 、 メ イン 画面 と コマ ンド 
の 説明 を し ます 。 





i loi 
ルー 





希望 が 丘 不 動産 
港 プ ラン ニン ゲ 
PG エ ステ ー ト 
長谷 工務 店 
土橋 カメ ラ 








この 画面 を 、 建 築上 の 机 の |- だ と お 考え くだ さい , 





画面 で 一 番 大 き な ウ イン ドウ は 、 あ な た の 仕事 の 畠 全 と な 
地域 全体 の 地図 で す 。( 以 下 、 全 体 マ ッ プ と 呼ぶ こと 
す ) マッ プ 上 に 点 在 し て いる 赤い 〇 (以下 、 地 域 ポ イン 
と 呼ぶ こと に し ます ) は 、 関 東 首 都 圏 の 王 要 地域 を 示し て 
いま す 。 

この 地域 ポイ ント を クリ ッ ク す る と 、 そ の 地域 向 で の [行け 
る 場所 ] の メニ ュー が 表示 きれ ます 。 





\ 
D 


この メニ ュー か ら 、 行 き 先 を 選ん で クリ ッ ク す る こと で 、 そ 
の 場所 へ 移動 する こと が で きま す 。 


画面 右側 中 段 に は 、 年 ・ 月 ・ 日 ・ 曜 日 と 、 あ な た の 所 持 金 、 
極度 額 が 表示 きれ て いま す 。 


ク 


電 奄 介 電電 利和 確 


その 下 に 並ん で いる の は 、 こ れ か ら 仕 事 を 進め る た め に 必要 
な 各種 コマ ンド で す 。 (以下 、 コ マン ドウ イン ドウ と 呼ぶ こ 






と に し ます ) 

< 手帳 > 

文字 どおり 、 建 築 士 の 持 『 つ 手帳 の 役割 | を する コマ ンド で す 
この 「 圭 帳 ] を クリ ッ ク す る と 、 メ ニュ ー が 開き 、 


@「 顧 客 ] (一 p.21 【 第 6 章 】 (顧客 と 契約 を する ) ) 
@「 土 地 ] (一 p.25【 第 6 章 】 (土地 を 購入 する ) ) 
@「 家 具 」 (一 p.95 【 第 8 章 】 (家具 の 購入 ・ 設 置 ) ) 


の 情報 を 見 る こと が で きま す 


く 地 価 情報 > 
マッ プ 上 に ある 都市 の 地価 の 変動 を ダラ フ 表 示す る コマ ンド 
で す 。 


コマ ンド ウイ ンド ウ の 「 地 価 情報 ] を クリ ッ ク す る と 、 地 域 ポ 
イン ト の 上 に 、 そ の 地域 の 平均 地価 を 示し た 棒グラフ が 表 
示さ れ ま す 。 





権 グ ラフ の 上 の 部 分 が ボ い と 、 そ の 都市 の 地価 は 上 昨 中 で 、 
貞 い と 下落 中 を 意味 し 、 そ の 部 分 の 帆 が 、 変 動 帽 を が し ます 
この グラ フ は 、 月 単位 で 変動 し ます か ら 、 こ まめ に チェ ッ ク 
し て お く と 、 ど の 地域 が これ か ら 値 が 上 が る か 下がる か を 知 
る 日 安 と な り ま す 。 








、 em の 


く 地 域 情報 

マッ プ ト 上 に ある 地域 の 情報 を 見 る こと が で きる コマ ンド で す 。 
コマ ンド ウイ ンド ウゥ の 「『「 地 域 情報 ]」 を クリ ッ ク し て か ら 、 マ ッ 
プ ト - の 地域 ポイ ント を クリ ッ ク す る と 、 そ の 周辺 の 地域 の 詳 
し い 情報 画 面 が 表示 きれ ます 。 





〈 ス ケ ジ ュ ー ル > 

建築 に 関す る 予定 や 、 プ ライ ベー ト な 予定 を 管理 する た め の 
コマ ンド で す 。 

コマ ンド ウイ ンド ウ の 「 ス ケ ジ ュ ー ル 」 を クリ ッ ク す る と 、 ス ケ 
ジュ ー ル 表 が 表示 きれ ます 。 

(一 p.31 【 第 6 章 】 (スケ ジュ ー ル ) ) 


く < 設計 > 
設計 モー ド に 入る た め の コ マン ド で す 。 
(ご p.34 【 第 7 章 設計 ]) 


< シス テム >〉 

ゲー ム の 終了 、 及 び ゲ ー ム の 進行 ゲー タ の 保存 ・ 読 み 込 み を 
行なう コマ ンド で す 。 

(一 p.10【 第 1 章 】 (ゲー ム の 終了 方 法 ) ) 


和書 人 


まず は じ め に 、 こ の ゲー ム を 進め る 上 で の 基本 的 な 流れ を 説 

明 し ます 。( あ くま で 基本 で すか ら 、 必 ず し も この 通 FV 
イ す る 必要 は あり ませ ん ) 流れ を 把握 で 

それ ぞ れ の 行動 に 対す る 具体 的 な 

す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 





《 ゲ ー ム の 基本 的 な 流れ 》 





る 建築 士 の 仕事 と し て 、 

まず は お 客 さ ん 選び か ら 始 め ま し ょ う 。 
(一 p.21【 第 6 章 】 (顧客 と 契約 を する )》 ) 
ゲー ム を 始め て すぐ は 、 Syn て な の で 、 a 
れ ほ と 仕事 の 依頼 は 来 て いま せん が 、 あ な た の 手帳 に は 、 
で に 3~4 人 の 顧客 の 名 前 が 記さ れ ye で お 
まず 、 そ の 中 の 誰か に 会 い に 行 っ て み ま し ょ う 。 手帳 に 書 
れ て いる 現住 所 を 頼り に 、 日 指す 客 に 会 い に 行き まし ょ う 。 
客 に 会 っ た ら 、「 家 を 建て る 動機 」 や [建築 条件 」 な ど を 閉 い 
て 、 契 約 す る か どう か を 判断 し ます 。 一 度 会 っ た だ け で は 充 
分 に 情報 を 得 ら れ な いり 場合 は 、 ま た 後日 会 い に 行っ て みる 
の も 良い で し ょ う 。 と に か く 、 そ の 竹 が どん な 家 を 望ん で い 
る の か 、 納 得 が 行く まで 話 を 聞い て み ま し ょ う 。 中途 半端 
に 済ま せる と 、 あ と で と ん で も な い 誤 解 を 産む こと に な り ま 
すか ら 。 
さき て 、 客 の 要望 が 理解 で きた ら 、 い よい よ 契 約 で す 。 
た だ し この 契約 は 、 あ くま で 顧客 と の 信頼 関係 を つく る 簡単 
な 契約 に し か 過ぎ ませ ん 。 実 除 に この 大 客 に 家 を 売却 する 
まで は 、 あ な た が すべ て の 費用 を 立て 粋 えて いか な けれ ば な 
り ま せん 。 
も ちろ ん 、 同 時 に 何人 も と 契約 を 交わ すこ と も で きま す が 、 
初め の うち か ら 欲張っ て いる と 収拾 が つか な く な り ま すか ら 、 
気 を つけ て くだ さい 。 








Tl wes [TT Ml) Ca) 
中 便 " = HB mn nn ream me 


金 契 約 が 済ん だ ら 、 そ の 顧客 が 望む 土地 や 環 
境 を 聞き 、 ど こ に 家 を 建て る の か を 決め な 
けれ ば な り ま せん 。 

(…p.25【 第 6 章 】 (土地 を 購入 する 》 ) 

各地 域 に は 、 そ の 周辺 の 土地 を 取り 扱っ て い 

何 軒 か あり ます か ら 、 希 望 する 地域 の 不動 

な えて 上 地 を 紹介 し て も らい ます 





予算 や 希望 に 見 合う 土地 が 見 つか っ た ら 、 
edi 





の も と に 通っ て 、 散 望 や 生活 情報 を 聞き 出し な 
が ら 、 間 取り や 建具 ・ 設 備 、 き ら に 庭 や 車庫 な ど を 図面 に 詩 
き 人 れ て いき ます 。 も ちろ ん 、 建 蔽 (けん べ い ) 氷 や 容 筑 
率 、 ま た 予算 配分 に は 、 充 分 に 気 を 配る 必要 が あり ます 。 











金 設計 図 が ひと 通り 完成 し た ら 、 建 築 業者 に 
建築 工事 を 依頼 し まし ょ う 。 
(…p.89 【 第 8 章 】 く 着工 >) 

その 信 築 柴 者 が 引き 受け て くれ る と 、 そ の 家 は 着工 と な り ま す 


金 着工 する と 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表 に 、 検 査 日 や 
毅 工 日 が 予定 と し て 記入 され ます 。 
(一 p.31 【 第 6 章 ]】 (スケ ジュ ー ル )》 ) 
度 着 工 す る &、 條 を 行なう 他 は 、3-4 ヶ 月 後 
り ま す 。 ス 
8 さら に 建て 
て も 良い で すし 、 Yah 
た りす る こと も で きま す 。 







る そし て 、4 ヶ 月 後 、 無 事 に 家 の 竣 工 を 迎え 
る と 、16 の 視点 か ら 家 の 外観 を 見 る こと 
が で きる よう に な り ま す 。 ま た 、 家 の 中 は 、 
どこ で も 好き な 場所 を 歩き な が ら 見 て 回 る 
こと が で きま す 。 

(…p.90 【 第 8 章 】 < 既 工 )) 


電 章介 穫 乱 確 和 


金 さら に 、 総 仕上 げ と し て 家具 や 装飾 品 な ど 
の 配置 に 取り 掛か り ま し ょ う 。 

(・p.95【 第 8 章 】 《 家 具 の 購入 ・ 設 置 ) ) 

願 客 の 要望 する も の を 、 い ろ い ろ な 場所 に 点 

や 骨董 品 屋 な ど を こま め に 歩い て 探し 出し て 、 家 に 


て あげ ます 。 






人 人 家具 を 配置 し て 、 す べ て の 作業 は 完了 で す 。 
さぁ 、 顧 客 を 訪ね 、 完 成 し た 家 を 売却 する 
と き が 来 ま し た 。 

(一 p.108【 第 8 章 ] 《 家 を 売却 する 》 ) 

あな た が 丹精 込め て つく っ た 家 を 、 願 客 は いく ら で 買 っ て く 

れる で し ょ うか ? 

願 客 が 気に入っ て くれ て 、 了 予算 以上 に 払っ て くれ る か も 知 

れ ま せん し 、 逆 に 不満 で 予算 以下 で し か 買っ て くれ な いこ と 

も あり ます 

も し 願 客 か ら 提 示さ れ た 値段 が 気に入ら な い 場 合 は 、 マ ッ 

プ 上 の 不動 産 屋 に 売却 する 方 法 も あり ます が 、 あ まり 良い 

手段 で は あり ませ ん 。 





以上 の よう に し て 、1 軒 の 家 を 建て て 売却 
で きた ら 、 つ ぎの 家 へ と 移行 する こと が で 
きま す 。 

も ちろ ん 収益 が 上 が り 、 仕 事 に 慣れ て いく に し た が っ て 、 同 

時 に 複数 の 家 を 手掛け て みて も 良い で し ょ う 。 


以上 が 基本 的 な ゲー ム の 流れ で す 

も ちろ ん 、 実 際 に は ここ に 書か れ た こと だ け で は な く 、 厳 し 
い 試練 や 、 意 外 な ハプニング な ど が あな た を 待ち 受け て いま 
す 。 そ れ は 、 ゲ ー ム を 進め て みて の お 楽し み で す 。 








《 日 に ちの 経過 )》 


(顧客 と 契約 を する 》 





計 する まで の 、 誕 客 の 信 定 か ら 基 約 、 上 上 
地 の 購 入 な ど に つい て 説明 し ます 。 


この ゲー ム で は 、 な に か の 行動 を する た びに 、11 カ 
ょ っ て いま す 。 

費 す る 行動 は 

る ⑧ 廊 客 、 不 動産 屋 、 建 築 業 者 に 会 う 場合 

る デパ ー ト な ど に 買い 物 に 行く 場合 

⑧ 設 計 を する (設計 図 を 開い て 、 閉 じ る まで を 1 日 と する ) 
きら に 、 着 上 を する と 、 商 工 ま で に 3~4 ヶ 月 が か か り ま す ) 
また 、 海 外 買い 付け に 行く と 、 行 き 先 に 応じ た 日 数 が か か 
り ま す 。 


























家 を 建て る 前 に 、 誰 に どん な 家 を 建て て あげ る の か を 決め ます 。 


< 手帳 を 見 る 〉 

コマ ンド ウイ ンド ウ の 「 手 帳 ] メ ニュ ー の 中 か ら 、「 顧 客 ] を 選 
択 し て クリ ッ ク す る と 、 現 在 あな た に 仕事 を 依頼 し て 来 て い 
る 願 客 た ちの 資料 を 見 る こと が で きま す 。 








顧客 の 資料 に は 、 上 か ら 
・  @「 氏 名 ] @「 住 所 ] @「 予 算 」 @「 年 齢 」 
@「 職 業 」 @「 家 族 ] @[ 動 機 」 





家計 : 交 親 (65 今年 、 定 年 退 麻 
評 親 (65) 専業 主婦 こ 


_ 5) 


の 項目 が あり ます 。 ま た 、 資 料 の 下段 の 「 前 頁 」 
「 次 頁 ] を クリ ッ ク す る と 、 他 の 顧客 の 資料 に 移り 





重夫 今 、 住ん で いる 家 が 古く な っ た 





い の で 銀行 か ら 借り た 。 
退 際 金 が 入る 


*| まあ 
<| 資料 の 各 項 目 の う ち 、 氏 名 と 住所 以外 は 、 最 初 は 
空欄 に な っ て いま す 。 こ れ ら の 項目 は 、 後 々 、 そ 





に 3 の 顧客 と 会 話 を する こと に よっ て 情報 を 得 て 、 書 





き 込 まれ る よう に な っ て いま す 。 





守 





章 穫 穫 香 乱 筑 


願 客 と 契約 する 前 に 、 こ の 資料 の 卒 欄 が 一 通り 埋まる よう 
に 、 客 か ら 話 を 聞い て お く と 、 後 々 の 作業 が は か どり ます 。 
また 、 ゲ ー ム を 進め て いく うち に 、 紹 介 を きれ た り 、 新 た に 
訪ね て 来 た り し て 、 誕 客 が 増え て いく た びに 、 こ の 「 手 帳 」 の 
「 顧 客 」 頁 も 増え て いき ます 。 新しい 願 客 が 現われ た ら 、 こ 
まめ に チェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 





〈 顧 客 に 会 い に 行く > 

「 手 帳 」 の 「 顧 客 ] を クリック し て 、 顧 客 の 資料 の 「 住 所 」 交 を 見 
る と 、 現 在 その 願 客 が 住ん で いる 地域 を 知る こと が で きま す ) 
会 いた い 応 客 の 住所 を 調べ た ら 、 一 度 手帳 を 閉じ て 、 全 体 
マッ プ の 中 か ら そ の 住所 の 地域 ポイ ント を 探し 、 そ こ を クリ 
ッ ク し ます 。 








メニ ュー が 開き 、 そ 
る は ず で す 。 そ こ を 
で きま す 。 


の 中 に 会 いた い 願 客 の 家 が 表示 され て い 
クリ ッ ク す れ ば 、 そ の 顧 客 に 会 うこ と が 


(会 話 コ マン ド > 

願 客 に 会 えた た ら 、 話 を し て み ま し ょ う 。 顧客 と の 会 話 は 、 
以下 の コマ ンド に よっ て 行ない ます 。 願 容 の 中 に は 、 な か な 
か 本 音 を 語ら な い 人 、 迷 っ て いる 人 、 コ ロコ ロ と 意見 を 変 
える 人 な ど が いる の で 、 何 度 も 根気 良く 話 を 聞く 気持 ち が 
必要 で す 。 








人 2 


動機 を 聞く 
た 動機 を 開く コマ ンド で す 。 動 





その 叫 窒 が 家 を 建て る っ 

機 は 、 RT ER その 願 客 が マイ ホー ム に 
対し て どう いう 考え を 持っ て いる か を 知る 上 で 大変 重要 な 情 
報 で す 。 

ここ で 開い た 「 動 機 」 は 、「 手 帳 」 の 「 顧 客 資料 ] に 莉 き 込ま れ 
ます 。 

今 徐 件 を 聞く 


その 願 客 の 家 を 建て る の に 必要 な 、 堪 低 限 の 条件 を 聞く コ 
マン ド で す 。「 氏 名 」「 住 所 」「 予 算 」「 年 齢 ] 職業]「 家 族 ] な ど 
を 聞く こと が で きま す 。 

ここ で 開い た 「 柔 件 ] は 、「 手 帳 」 の 「 顧 客 資 料 ] に 革 き 込ま れ 
ます 。 


手帳 を 見 る 

願 客 と 会 話 を し な が ら 、 考 帳 を 兄 る こと が で きま す 。 必 要 
な 情報 が 手帳 に メモ で き て いる か どう か を 確認 する こと が で 
きま す 。 

右 ク リッ ク を する と 元 の 画面 に 戻り ます 。 





金 契 約 す る 
充分 に 話 を 聞い て 、 そ の 顧客 の た め に 家 を 建て て あげ る こと 
を 決め た 場合 、 こ の コマ ンド を 選択 し ま 言う 「 制 
約 ] は 、 あ くま で [約束 程度 の も の で 、 法 的 な 意味 は 持ち ま 
せん 。 
[契約 ] す る た め の 条 件 は 特に あり ませ ん が 、 ま っ た く 話 を 聞か 
er あと で 動機 や 条件 が わか ら ず に 普 ダ する 
な り ま す 。 そ こ で 、「 手 帳 ] の 顧客 情報 の 空 人 部 分 が 埋 
hd うか を 、「 契 約 の 目安 」 と する の が 良い で し ょ う 。 








人 保留 す る 

まだ その 顧客 の 家 を 建て る か どう か 迷っ て いる 場合 や 、 も っ 
と 他 の 顧客 と も 話 を し て か ら 決 め た い 場 合 な ど は 、「 保 留 」 
し て お く こ と が で きま す 。 ま た 後日 訪ね て いけ ば 、 話 の 続き 
を 聞く こと が で きま す 。 た だ し 、 顧 客 に よっ て は 、 あ まり 長 
く 保 留 し て いる と 、 他 の 建築 士 に 話 を 持っ て 言っ て し まう こ 
と も あり ます 。 ど ちら に し て も 、 あ まり 長く 待た せる の は 得 
葉 と は 言え を な いで し ょ う 。 





i 穫 穫 礁 確 利 


《 契 約 し た 顧客 の 要望 を 聞く 》 


- 度 「 契 約 ]」 を し た 顧客 を 再び 訪ね る と 、 今 度 は も っ と 具体 
的 な 土地 の 要 堂 や 設計 プラ ン を 聞く こと が で きま す 。 上 了 地 
購入 や 、 設 計 作 業 に 入る まで に 、 必 要 な だ け の 情報 を 聞き 
出し て お きま し ょ う 。 も ちろ ん 、 設 計 の 途中 で も 、 い つ で も 
訪ね て 行け ます か ら 、 こ まめ に 通う こと を お 勧め し ます 


























(会 話 コ マン ド 〉 
願 客 か ら 、 住 みた り 場 所 や 環境 、 建 物 の 構造 や 問 取り 、 欲 


し い 家 具 な どの 情報 を 聞く こと が で きま す 。 た だ し 
の 会 話 は 、「 手 帳 」 に 記録 は され ませ ん の で 、 良 く 覚 えて お 
く 必 要 が あり ます 。 





多 願 客 の 事 を 聞く 

顧 客 の 個人 的 な 情報 を 聞く コマ ンド で す 。 趣 味 や 好み 、 考 
え 方 な ど を 聞く こと で 、 顧 客 の 性 格 や 暮らし ぶり を 知る こと 
が で きる で し ょ う 。 


地域 の 事 を 聞く 
顧客 が 住み た いと 思っ て いる 地域 に つい て 聞く コマ ンド で す 。 


環境 の 事 を 聞く 
顧客 が 住み た いと 思っ て いる 環境 に つい て 聞く コマ ンド で す 。 


《 土 地 を 購入 する 》 


建物 の 事 を 聞く 
n 建て た いと 思 
。 具体 的 な 間取り 





を くれ な い 稀 客 ま で きま ざま で す が 、 根 


っ て いる 書物 に つい て 聞く コマ ンド で 
まで 要望 する 順 客 か ら 、 イ メー ジ し か 
気 員 くく こ と 


で 、 設 計 プ ラン を 同 め て くだ さい 。 


人 外 構 の 事 を 聞く 
願 容 の 、 庭 や 車庫 な 
ド で す 。 


家具 の 事 を 聞く 
顧客 が 、 出 来 上 っ た 
マン ド で す 。 


る 終了 
会 話 を 


どの 「『 外 構 」 に 対す る 上 杉 望 を 聞く コマ ン 


家 の 中 に 詳 き た い 家 具 の 要 剖 を 閉 く コ 


終了 する コマ ンド で す 





〈 不 動産 屋 〉 
一 通り 顧客 の 要望 を 
地 を 購入 し まし ょ う 。 
ト 地 を 購入 する た め 


行なわ な けれ ば いけ ませ ん 。 


各地 域 に 最低 一 軒 く 
不動 産 屋 を クリ ッ ク 





聞い た ら 、 ま ず 設 計 す る 填 台 と な る 上 
こ は 、「 不 動産 屋 」 を 訪ね 、 寺 
ト 上 地 を 売っ て いる 不動 産 屋 は 、 
らい は 存在 し て いま す 。 日 指す 都市 の 
し て 、 訪 ね て み ま し ょ う 。 






〈 不 動産 屋 の 性 格 に つい て > 





この ゲー ム に は 、 さ きま 
す 。 地 域 に 根 ぎ し た 
金儲け 主義 の 悪質 な 





知る に は 、 ヶ所 の 不動産 


ざま な 性 格 の 不動 産 屋 が 存在 し て いま 

、 親 切 で 良心 的 な 不動 産 屋 も いれ ば 、 
不動 産 屋 も いま す 。 こ の よう な 性 格 を 
と の 9 引き を し な いで 、 














者 章介 意 意 息 年 


〈 不 動産 屋 と の 交渉 〉 
不動産 居 に 着い た ら 用 件 を 聞か れ ま すか ら 、「 土 地 を 買い に 
来 た 」 か 「 土 地 を 売り に 来 た ] か を 選択 し ます 。 





土地 の 購入 
「 土 地 を 買い に 来 た 」 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 不動 産 屋 が 扱 









































物件 リス ト に は 、 住 所 (番地 ) 、 面 横 (敷地 面積 ) 、 価 格 
(現在 の ) が 書か れ て いま す 。 こ の リス ト か ら 候 補 物 件 を 選 
ん で クタ リッ ク す る と 、 さ ら に 詳し 物件 情報 を 見 る こと が で 
きま す 。 











物件 情報 を 見 て 、 気 に 入っ た 物件 が 見 つか っ た ら 、「 購 入 」 
を クリ ッ ク し ます 。 

不動 産 屋 が 念 を 押し て 来 ま す の で 、 そ の 物件 で 良けれ ば 「 実 
行 」 を 、 取 り 消 し た い 場 合 は [取消] を クリ ッ ク し て くだ さい 


この 物件 を 購入 し ます 


よろ し いで きか ? 
EE 








「 実 行 」 を 選べ ば 、 そ の 上 上 地 が 手 に 入り ます 。 

し か し 、 そ の と き に 所 持 金 及び 極度 額 が 足り な けれ ば 、「 お 
金 が 足り な し り と 言わ れ 、 購 入 す る こと は で きま せん 。 この 場 
合 は 、 あ きら め る か 、 も っ と 安い 物件 を 探し て くだ きい 。 な 
お 、 購 和信 し た 上 地 は 「 手 帳 」 の 「 土 地 」 頁 の リス ト に 随時 半 き 
込ま れ て いき ます 。 


世 田 人 区 97|.73m | 24.637 朋 
| 









































「 手 帳 ] か ら 上 上 地 の 情 報 を 見 た り 、 願 客 の 確定 を 行なう こと 
が で きる よう に な り ま す 。 

また 、 圭 地 は 所 持 金 に ゆとり が あれ ば 、 - 度 に 複数 箇所 購 
人 し て お く こ と が で きま す 。 


書 笹生 奄 奄 確 太 


る 土地 の 売却 

「 土 地 を 売り に 来 た ]」 を クリ ッ ク す る と 、 自 分 が 持っ て いる 
「 土 地 ] を その 不動 産 届 却 す る こと が で きま す 。 こ の 場 
合 、 売 電 し た い 上 地 の 場 所 が 、 必 ず し も その 不動 産 屋 の あ 
る 地域 で ある 必要 は あり ませ ん 。 安 く 購 入 し た 上 上 地 を 、 高 
め に 買い 取っ て くれ る 不動 産 岳 却 す る こと で 利益 を あげ 
る こと も で きま す 。 












避 る 
谷 371.79m | 24,697 員 
世田谷 区 玉川 田園 調布 147-42m | 10.088 朋 
浜 市 中 区 山手 町 170.9Im' | 8,232 弄 












































また 、 土 地 の 価格 は 常に 変動 し て いる の で 、 買 っ た と き と 同 
じ 価格 で 売れ る と は 限り ませ ん 。 地価 が 下がっ て いれ ば 、 購 
人 時 より も 低く 、 上 が っ て いれ ば 高く 売 電 で きま す 。 売 則 
する と き は 、 コ マン ドウ イン ドウ の 「 地 価 情報 ] を クリ ッ ク し 
て 、 地 価 の 変動 を 見 て お く こ と を お 勧め し ます 。 








金物 件 情報 
不動 産 屋 が 扱っ て いる 物件 の 詳細 を 、「 物 件 情報 ]」 と いい ます 。 
物件 資料 に は 、 上 か ら 
「 番 地 」… そ の 土地 の ある 地名 を 示し て いま す 。 
「 面 積 ]… そ の 土地 の 広 さ を 平方 メー トル 単位 で 示 
し て いま す 。 
価格 」… そ の 土地 の 購入 価格 を 示し て いま す 。 
「 建 蔽 ]… 法 令 で 定め られ た 建 蔽 (けん ぺい ) 率 
で 、 設 計 し た 家 の 建 ぺい 率 が これ より 大 
きく な る と 、 建 物 は 着工 で き な い こと を 
示し て いま す 。 
「 容 積 」… そ の 土地 の 敷地 面積 に 対し て 、 延 床 面積 
( 家 の 各 階 の 床 面積 の 合計 ) の し め る 割合 
を 示し ます 。 つ まり 、 こ の 数 字 を 超え る 割 
合 の 家 は 建 ら れ な いこ と を 示 し て いま す 。 "2 
「 陽 当 」… そ の 土地 の 日 照 具合 を 示し ます 。 
「 眺 望 ]… その 土地 か ら の 見 晴らし の 具合 を 示し ます 。 
の 項目 が あり ます 。 

















《 顧 客 と 土地 の 確定 》 





これ ら の 項目 は 、 土 地 に 対す る 評価 と し て 、 家 を 建 

で も 重要 な 資料 と な り ま すか ら 、 必 ず チ ェ ッ ク す る こ 

勧め し ます 。 

(*1) その 土地 の 敷地 面積 に 対し て 、 建 築 面積 (1 階 の 床 面 積 ) の 
占め る 割合 を 示し ます 。 つ まり 、 こ の 数 字 を 超え る 割合 の 家 
は 建 ら れ な いこ と を 意味 し ます 。 ち な み に 、 2 階 が 1 階 よ り 
張り 出し て いる 場合 、 こ の 張り 出し た 面積 も 建築 面積 に 含ま 
れ ま す 。 

(* ら ) 実際 の 容積 率 は 道路 に よる 規制 や 、 緩 和 措 置 が あり ます が 、 
ゲー ム で は 省略 され て いま す 。 





る 交渉 の 終了 
交渉 を 終え た い 場 合 は 「 戻 る 」 を クタ リッ ク し ます 。 





く 土地 の 確定 と は >〉 

顧客 と の 契約 が 済み 、 土 地 を 購入 し た ら 、 つ ぎ 
MM ます 。 これ は 、 あ くま で 和 日 分 で 
決め る べき こと で 、 特 に 願 客 に 対し て どこ の 上 地 に 決め た か 
を 報告 する 必要 は あり ませ ん 。 











久 顧 客 か ら 

「 手 帳 」 の 「 顧 客 ] を クリ ッ ク し て 、 大 約 し た 顧客 の ペー ジ を 
開く と 、 ペ ー ジ の - 番 上 の 「 契 約 前 ]」 と いう 赤い 文字 が 「 設 計 
中 」 に 変わ っ て いま す 。 















請 住所 : 上 野 
_ 年齢 :26 歳 " 











この 状態 に な る と 、 ペ ー ジ の 一 番 下 に 「 土 地 選 択 ] と いう ボ 


タン が 現われ て いる は ず で す 。 
この ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 持 っ て いる 土地 の リス ト が 表 
示さ れ ま す 。 











ll Tome 


電 





電 人 借 供 傘 人選 礁 


そし て 、 好 き な 土 地 を 選び クリ ッ ク す る と 、 そ の 土地 の 「『 物 
件 情報 」 が 表示 され ます 。 こ の 土地 で 良い 場合 は 「 設 定 」 を ク 
リッ ク す る こと に より 、 そ の 客 に 対し て 土地 が 確定 し ます 


a 新居 : 
衣 訟 : 父親 (65) 今 年 、 定 年 退職 



































田谷 区 下川 計 布 | 147.42m | 10,083 謝 
市 中 区 山手 和 20.9Im | 8.232 員 
ii 
多 土 地 か ら 


同じ よう に 、 土 地 の 確 定 を 「 手 帳 」 の 「 土 地 ] ペ ー ジ か ら 行 な 
う 方 法 も あり ます 。 
「 手 帳 」 の 「 土 地 ] を タク リック する と 、 持 っ て いる 土地 の リス ト 



































そこ で 、 好 き な 土 地 を 選ん で クタ リック す る と その 土地 の 「 物 
件 情報 」 が 表示 され ます 。 











《 ス ケ ジ ュ ー ル )》 





だ し た い 基 和 を クリ 


確定 きれ ます 。 
変更 
度 願 客 と 填 地 を 確定 あと で いつ で も 変更 する こ 
と が で きま す 。 つ まり 、A と 言う 願 客 に 対し て B と いう 上 地 





定 し 、 設 計 を nr が 、 あ ら た に C と いう 愉 客 が 現 
われ て 、B は A よ り も C に 向い て いる と 思わ れる 場合 、 設 計 の 
途中 で も 変更 する こと が で きる の で す 
この 変更 は 、 そ の 土地 の 設計 図 を 「 着 工 ] す る まで は 中 山 に 
行なえ ます 。 
変更 の 仕方 は 、 確 定 の と き と 同 じ 手 順 で 行ない ます 。 

変更 を 行なっ た 場合 、 そ の 上 地 に 描か れ で て いた 設計 図 は 
すべ て 消 き れ て し まい ます 。 
また 、 変 更 する つも り が 無い の に 、 人 確定 し て いる 「 顧 客 ] や 
「 土 地 」 に 別 の 「 顧 客 」 や 「 土 地 ] を 確定 し て し まう と 、 変 更 さ 
れ て 設計 内 容 が 消え を て し まう の で 注意 し て くだ きい 。 









この ゲー ム で は 、 つ ね に あな た の 行動 に 対し て 月 日 が 経過 し 
て いき ます 。 

また 、 同 叶 に 複数 の 家 の 設 計 や 建築 な ど が 行 な を る た め に 、 
それ ら の 行動 予定 を 管理 する 必要 が あり ます 。 

また 、 何 も する こと が 無い 場合 に 、 月 日 を 進行 きせ る こと も 
で きま す 。 

これ ら の 管理 は 、「 ス ケ ジ ュ ー ル ] を 使用 し て 行ない ます 。 
コマ ンド ウイ ンド ウ の 「 ス ケ ジ ュ ー ル | を クリ ッ ク す る と 、 画 面 
に スケ ジュ ー ル 表 が 表示 きれ ます 。 











香 和 音韻 大 礁 視 


ゲー ム 内 の 月 日 を 、 選 択 し た 日 付 まで 自動 的 に 進行 させ ます 。 


進行 の し か た 
「 進 行 ] コ マン ド を クリ ッ ク し て 、 カ ー ソ ル を スケ ジュ ー ル 表 
の 上 に 重ね る と 、1 日 単位 で 日 付 を 選択 で きる よう に な り ま 
す 。 そ こ で 進め た い 昌 付 に カー ソル を 合わ せ て クリ ッ ク す る 
と 、 そ の 日 まで 自動 的 に 進行 し ます 。 

た だ し 、 そ の 進行 の 問 に 、 検 査 日 や 竣工 日 な どの 日 程 が あ 
る 場合 、 ま た ハプニング が 起き た 場合 な ば は 、 そ の 時 点 の 日 
付 で 進行 が 強制 本 に 止め られ ます 。 














(海外 買 い 付け > 
ゲー ム 中 、 マ ッ プ 上 の お 店 で は な か な か 手 に 入れ られ な い 家 
具 な ど を 、 海 外 に 買い 付け に 行く こと が で きま す 。 


金海 外 買 い 付 け の 行き か た 

「 ス ケ ジ ュ ー ル 」 を クタ クリック し 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表 が 表示 され た 
ら 、「 海 外 買 付 ] を クリ ッ ク し ます 。 

する と 、 行 き 先 を 尋ね て きま す 。 


買い 付け の 行き 先 に は 「 ヨ ー ロ ッ 人 | と [香港 」@ の 2 ヶ所 
を 選択 する こと が で きま す 。 どちら か を クリ ッ ク し て 、 カ ー 
ソル を スケ ジュ ー ル 表 に 重ね る と 買い 付け に 出発 する 日 を 選 
択 で きる よう に な り ま す 。 行き た い 日 付 を クリ ッ ク す る と 、 
旅行 予定 が スケ ジュ ー ル 表 に 組み 込ま れ ま す 。 


1 年 2 月 1/ エ 

















日 付 が 進行 し て 、 買 い 付 け に 出発 する 日 に な る と 、 自 動 的 
に 海外 買い 付け 画面 に 変わ り ます 。 

[海外 買 付 ]」 の 家具 の 買い か た や 設置 方 法 は 、 一 般 の 家具 と 
同様 で す 。 (一 p.95【 第 8 章 】 (家具 の 購入 ・ 設 置 ) ) 

(1) 「 ヨ ー ロ ッ バ 」 は 、5 日 間 で 50 万 の 費用 が か か り ま す 。 

("2) 「 理 港 」 は 、3 日 間 で 80 万 の 費用 が か か り ま す 。 


(各種 イベ ント 予定 〉 

ゲー ム を 進め て 行く と 、 家 を 建て て あげ た お 客 き さん か ら 、 パ 
ー テ ィ ー や デー ト の 誘い を 受け る こと が あり ます 。 こ れ ら の 
予定 も 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表 に 書き 込ま れ て いき ます 。 





秋夫 借 傘 答 答 希 


ここ で は 、 設 計 の し か た を 説明 し ます 。 





《 設 計 開 始 》 





「 メ イン 画面 ] で 「 設 計 」 を クリッ ク す る と 、 と の 設計 図 を 開く 
の か を 聞い て きま す 。 





a 3 
関連 | 間 田 谷 区 成 寺 






































願 客 を 選ん で クリ ッ ク す る と 、f 
「 実 行 ]」 を クリ ッ ク す る と 、 詳 





の ウィ ンド ウ が 開き ます 。 
こ 変 わり ま す 。 





〈 設 計画 面 解説 〉 

初め て 設計 する と き の 「 設 計画 面 ] で す 。 

画面 左 に は 大 き な 「 作 図 ウ ィ ン ド ウ 」 が あり ます 。 

右側 は 3 つ に 分 か れ て いて 、 そ れ ぞ れ 「 ス テイ タス バネ ル ]「 操 
作 パ ネル 」「 操 作ら バネ ル | と 呼び ます 。 

「 作 図 ウ ィ ン ド ウ 」 の 下 に は 「 現 場 名 」「 階 層 」「 編 尺 ] が 表示 さ 
れ て いま す 。 


















































TT TT 「 11! Gh 9 


〈 作 図 ウ ィ ン ド ウ > 

「 作 図 ウ ィ ン ド ウ 」 に は [「 平 面 図 」 が 表示 きれ て いま す 

「 平 面 図 」 は 上 地 を 真 上 か ら み た 図 で す 。 

また 基盤 の よう に 縦横 の マス 目 に 区 切ら れ て いま す 

この マス 日 の 一 辺 は 90cm で 1 グリ ッ ド と 呼び ます 。" 

また この マス 日 1 個 を 」 ユ ニッ ト と 呼び ます 。@ 

茶色 で 示 き れ た 部 分 が 士 地 の 地 盾 で 、 濃 い 灰 人 色 は 道路 付け 
ds 
作図 ウィ ンド ウ の 枠 に は 矢印 が 描か れ 、 ク リッ ク す る と 「 平 
面 図 ] は 矢印 の 方 向 へ 移動 し ます 。 ③④ 

(*1) 半 間 に 相当 し ます 。 

(* ら ) 畳 半分 に 相当 し ます 。4 ユ ニッ ト は 2 畳 で 、1 坪 で す 。 


(*3) 1/150 の 平面 図 で は 敷地 全体 が 表示 され ます か ら 、 移 動 し ま 
せん 。 














〈 現 場 名 〉 


願 客 の 名 前 と 、 物 件 の 所 在 地 が 表示 きれ て いま す 。 


〈 階 層 切 り 替 え > 

最初 は 「 1 階 平面 図 」 と 表示 きれ て いま す . 

この 作 を クリ ッ ク す る と 、「 階 層 ] メ ニュ ー の ウィ ンド ウ が 憶 
き ます 。 ul】 





それ ぞ れ の 内 容 は 
@「 ] 階 平面 図 ]…… 1 階 の 間取り や 庭 な どの 「 外 構 」 を 設計 


人 @「 2 階 平面 図 」 
@「 ] 階 屋根 伏 図 」… 1 階 の 屋根 を 設計 し ます 。 
人 @「2 階 屋根 伏 図 ]… 2 階 の 屋根 を 
で 、 ひ と つ 選 ん で タク リック する と 、 指 定 し た 階層 の 「 平 面 図 」 
や 「 屋 根 伏 図 」 が [作図 ウィ ンド ウ ] |- に 表示 され ます 。 

("1) 右 ク リッ ク で 戻り ます 。 














番傘 借 供 俗人 礁 


〈 縮 尺 切り 替え > 
縮尺 に は 

介 「1/150」 … 敷 地 全体 の 様子 が わか り ます 。 
@「1/75」 …… 図面 の 一 部 分 の 詳細 が 表示 で きま す 。 

の 2 種類 が あり ます 。 

最初 は 「1/150」 の 全体 図 が 表示 きれ て いま す 

ここ で 「17150」 の 桁 を クリ ッ ク す る と 、 緑 色 の 桁 が 「 作 図 
ウィ ンド ウ ]」 に 現れ 、 表 示 芳 時 を 聞い て きま す 





















































マウ ス を 動か し クリ ッ ク す る と 、 指 定 き され た 部 分 が 拡大 きれ 

表示 きれ ます 

I A PE | 
HHFEEEEFFHHHTF HH 時 計時 時 

| | 







































































| 








縮尺 は 「1/75」 に 変わ っ て いま す 。 

この 「1/75」 の 図 で は 、 表 示 範 囲 を 作図 ウィ ンド ウ の 枠 の 
矢印 で 移動 で きま す 。 (一 p.35 < 作図 ウィ ンド ウ )〉 

ここ で 「1/75」 の 枠 を も う 一 度 ク リッ ク す る と 、「1/150」 
の 縮尺 に 切り 替わり ます 。 

(*1) 右 ク リッ ク で 戻り ます 。 

(*2) 「1/150」 は 全体 図 で すか ら 範 囲 の 指定 は あり ませ ん 。 





























"3 "8 " dy os 
HT "TD " 較 際 リグ リン 


〈 く ステ イタ スパ ネル > 

現時 点 で の 設計 及び 費用 の 状況 が 表示 きれ て いま す 。 

信 玖 用 … 土 地代 と 設計 中 の 建物 の 現時 点 で の 工事 見 積 費用 
の 合計 額 で す 。 (一 p.B5 < 明細 表 を 見 る >) 

人 敷地 … 救 地面 積 で す 。 
これ だ け は 設計 し て いる 間 を 通し て か わる こと は あ 
り ま せん 。 

人 @ 建 物 … 現 時 点 で の 建築 面積 つま り 1 階 部 分 の 面積 で す 。“ ツ 
設計 で 部 屋 を つく っ た り 削 除 し た りす る と 、 リ アル 
タイ ム で 増減 し ます 。 

人 @ 延 床 … 現 時 点 で の 延 床 面積 で す 。 

延 床 面積 と は 1 階 と 2 階 の 床 面積 の 合計 で す 。 

⑧ 建 政 … 左 の 数 字 は 現時 点 で の 建 蔽 (けん べ ぺい) 率 で す 。 
右 は 法令 で 定め られ た 建ぺい率 で 、 設 計 し た 家 の 
建ぺい率 が これ より 大 きく な る と 、 建 物 は 着工 で き 
ませ ん 。 
また その と き 、 現 時 点 で の 建ぺい率 の 数 字 は 赤色 
で 表示 され ます 。 

介 容 積 … こ の 数 字 は 、 現 時 点 で の 容積 率 で す 。 "③④ 
建ぺい率 と 同じ よう に オー バー する と 色 が か わり 、 
着工 で きま せん 。 

と いっ た 着工 に 影響 する 制限 な ど が ある 、 各 数 値 
が 表示 され て いま す 。 "2 
(*1) 2 階 が 1 階 よ り も 張り 出し て いる と き は 、 そ の 面積 も 含み ます 。 
("2) 建築 面積 の 敷地 面積 に 対す る 割合 で す 。 建 ぺ べ い 率 が 小さ いと 
いう こと は 、 相 対 的 に 空き 地 が 多い こと を 意味 し 、 庭 が 広い 
わけ で す 。 
(*3) 延 床 面積 の 敷地 面積 に 対す る 割合 で す 。 実際 の 容積 率 は 道路 
に よる 規制 や 、 緩 和 措 置 が ちり ます が 、 ゲ ー ム で は 省略 され 
て いま す 。 

(*4) この 他 に も セッ トバ ッ ク や 、 鉛 線 、 建 築 協定 な ど に よる 制限 
が あり ます が 、 ゲ ー ム で は 省略 され て いま す 。 








香 利 利得 利 確 入 


〈 操 作 パ ネル > 
実際 の 設計 は この 操作 パネ ル を 通じ て 行い ます 。 

「 階 層 ] の 「 平 面 図 」 と 「 屋 根 伏 図 ] で この パネ ル の 内 容 が 異な 
り ま す . 





人 平面 図 

平面 図 で の 「 操 作 パ ネル 」 の 内 容 に は 、 

介 「 居 室 | …… 「 居 間 」 や [寝室] な ど 一 般 に いう 部 屋 を つく 
に ます 。( 一 p.44 る 居室 の つく りか た ) 











@「L 居 室 ]」 …L 字 型 の 形 の 「 居 室 」 を つく り ま す 。 (一 p.47 
2 たつ 2 

@「 廊 下 」 …… 板張り の 「 廊 下 ] を つく り ま す 。 (一 p.48 太 
下 の つ くり か た ) 


信玄 関 ] …… 床 よ り 一 段 低 く な っ た 「 玄 関 ] の た た き を つ 
くり ます 。 (一 p.49 玄関 の つく りか た ) 

⑧「 階 段 」 …… いろ いろ な 形 の 「 階 段 」 が 選べ ます 。 (一 p.49 
階段 の つく りか た ) 

念 「 床 の 間 ] …… 和 室 に つけ る 「 床 の 間 ] で す 。 (一 p.51 @ 床 の 
間 の つく りか た ) 

信 「 開 口 ] …… 「 部 屋 」 と 「 部 屋 」 の 間 の 壁 を 取り 去り 「 開 口 」 
し ます 。 (一 p.53 開口 の つく りか た ) 

@「 下 が り 壁 ] …「 部 屋 」 と 「 部 屋 」 の 間 の 壁 を 、 鴨 居 か ら 天 井 
まで の 「 下 が り 壁 」 に し ます 。 (一 p.54 $ 下 が 








り 壁 の つく りか た ) 

⑧「 吹 抜 ] …… 1 階 か ら 2 階 ま で の 「 吹 抜 」 を つく り ま す 。 
(一 p.55 吹き 抜け の つく りか た ) 

人 [削除 」 …… つく っ た 部 屋 を 「 削 除 ] し ます 。 (…p.56 @ 削 
除 の し か た ) 


@「 設 備 」 …… 「 キ ッ チ ン 」 や 「 浴 槽 ] な どの 「 設 備 」 を つけ ま 
す 。「 照 明 ] を つけ る と き に も 使い ます 。 (一 
p.57 設備 を つけ る ) 

人 @「 建 具 ] ……「 窓 ] や 「 ド ア 」 な どの [建具 ] を つけ ます 。 (一 
p.61 建具 を つけ る ) 

0⑧「 外 構 」 …… 「 カ ー ボ ー ト ] や 「 植 裁 ]」 な どの 「 外 構 】 を つく り 
ます 。 2 階 に 「 人 ルコ ニー」 を つけ る と き に も 
使い ます 。( 一 p.72 < 外 構 を つく る )〉) 

が あり ます 。 








立 面 図 
建具 表 


2 "の 7 の 
TH = I mm a De 


る 屋根 伏 図 
屋根 伏 図 で の 「 操 作 バ ネル ] の 内 容 に は 、 


る 「 屋 根 」 …1 階 、2 階 の 「 屋 根 ] を か け ま す 。 (一 p.68 る 
屋根 の 設置 の 仕方 ) 

@「 ド ー マ 」 …「 屋 根 」 の 傾斜 面 に つき だ し た 形 の 屋根 窓 
(「 ド ー マ ]) を つけ ます 。 (一 p.70 を $ ド ー マ Z 没 置 
の 仕方) 

便 「 煙 突 ]……「 屋 根 」 に 「 煙 突 ] を つけ ます 。(p.70 @ 煙 突 の 
設置 の 仕方) 

@「 ひ さ し 」 …「 外 壁 」 か ら つ きだ し た 「 ひ さ し 」 を つけ ます 。 (… 
P.71 ひさ し の 設置 の 仕方 ) 

が あり ます 

く 操作 ら パ ネル > 


実際 の 設計 を アシ スト する 機能 は この 操作 パネ ル を 通じ て 


いま す 。 


r 


設計 モー ド か ら 抜け る と き に も 使い ます 
「 操 作ら パネ ル 」 の 内 容 に は 、 


@「 展 開 図 」 


人 「 立 面 図 」 


@「 仕 上 表 」 … 
@「 建 具 表 ] … 
@「 明 細 表 ] … 


人 @「 仕 様 」… 


全 「 初 期 化 」 … 


@「 印 刷 」… 


@「 シ ステ ム ] 


が あり ます 


… 部 屋 の 「 内 壁 」 を 真横 か ら 見 た 「 展 開 図 」 を 表 
示し ます 。(…p.B1 〈 展 開 図 を 見 る 〉) 

… 家 全体 を 真横 か ら 見 た 「 立 面 図 ] を 表示 し ま 

す 。 (一 p.88 < 立 面 図 を 見 る 〉) 

各部 屋 の 「 内 装 ] の 一 覧 表 (「 仕 上 表 ]) を 表 

示し ます 。(…p.B3 〈 仕 上 表 を 見 る 〉) 

と りつ けた 「 建 具 ] の 一 覧 表 (「 建 具 表 」) を 

表示 し ます 。 (一 p.84 < 建具 表 を 見 る >) 

「 土 地代 」「 工 事 費 用 ] な どか か っ て いる お 金 

の 内 訳 を 表示 し ます 。(…p.B5 < 明細 表 を 見 る )) 


…「 屋 根 」 な どの 「 外 装 ] や 「 天 井 ] な どの 「 内 装 ] 


の 「 仕 様 ] を 決め ます 。 (一 p.40 〈 量 本 仕様 を 決 
め る >) 

設計 を や り 直 し 、 設 計 図 を 「 初 期 化 」 し ます 。 
(一 p.B6 < 設計 を や り 直 す に は >) 

















… 平 面 図 を プリ ンタ に より 「 印 刷 」 し ます 。 (… 














p.87 く << 設計 図 を 印刷 する >〉) 
… 設 計 の 作業 を や め る と き に 使い ます 。 (一 
p.87 <《 設 計 を 終了 する >) 


電 人 穫 人 穫 旬 奄 確 


《 設 計 の し か た )》 





ここ で は 「 操 作 バ ネル ]「 操 作ら バネ ル ] 上 の 各 項 目 ご と に 設計 
の し か た を 説明 し ます 。 


〈 基 本 仕様 を 決め る > 
基本 仕様 i 最初 に 一 回 設定 し ます 





建物 の 人 は 外装 と 内 装 が あり ます 


「 操 作 2 パ ネル 」 の [仕様] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


する と 仕様 メニ 
ー は いり 


この モー ド か ら 抜 ける と き は 右 ク リッ ク し ます 。 





ュー (「 外 装 ]「 内 装 ]) が 表示 され 、 仕 様 モ 








外装 の 決め か た 
仕様 モー ド で 「 外 装 ] を クリ ッ ク す る と ウィ ンド ウ が 開き ます 





| 
| 
| 
| 
| 


了 以 トード 匠 Sii 間 IPWOWe 
| | 





ここ に は 現在 の 「 屋 根 」 と 「 外 壁 」 の 材質 と 色 が 表示 され て い 


ます 。 
材質 の 桁 を クリ ッ ク す る と 材質 が 変わ っ て いき ます 。 
(一 p.41※ 外 装 材 の 種類 ) 


それ に 応じ て 単価 も か わり ます 。 

色 の 枠 を クリ ッ ク す る と 色 サ ンプ ル が 表示 きれ ます の で 、 好 
み の 色 を クリ ッ ク し ます 。" 

また 「 堀 ] 芝 」「 煙 突 ]「 ひ さ し 」「 ド ー マ ] の 隣 の 色 の 枠 を クリ ッ 
ク す る と 、 そ れ ぞ れ の 人 色 を 変え る こと が で きま す 。 








設定 し 終え た ら 右 クリ ッ ク で 戻り ます 


(*1)「 屋 根 」 の 材質 の 「 日 本 瓦 ] の 色 は 変え られ ませ ん 。 






































※ 外 装 材 の 種類 
種類 説明 
屋根 金属 板 亜 鉛 鉄 板 、 カ ラー 鉄板 、 ア ルミ 、 ス テン レス な ど が あり ます 。 
防水 性 に すぐ れ て いま す 。 _ 
コロ ニア ル 石綿 と セメント の 混合 物 を 加 圧 成形 し た も の で 、 ア ス フ ァ ルト を 
下 昔 き し た 上 に 施工 し ます 。 防水 、 防 火 性 能 と も に 優れ て いま す 。 
シン グル アス ファ ルト を 繊維 に 浸潤 させ 、 こ こ に ブロ ン ア ス フ ァ ルト と 
鉱物 質 粉 末 を 塗布 し た も の で 、 防 水性 に 優れ て いま す 。 
日 本 瓦 練っ た 粘土 を 型 で 押し 出し 、 乾 燥 させ た 後 焼き 上 げ て つく り ま す 。 
焼き か た や 表面 加工 に より 、 品 質 に 違い が あり ます 。 
外壁 ボー ド 一 般 に 外壁 に 用 いる 板 の こ と で 「 下 見 板 」 と も いい 、 ア スベ スト 
や 、 ハ ー ド ボー ド 系 、 ア ルミ な どの 金属 の も の が あり ます 。 
羽目 板 木製 の 板 を 外壁 に 使う も の で す 。 耐水 性 、 面 候 性 の 高い 板 を 使い 、 
防水 性 能 の 良い 塗装 を する 必要 が り ま す 。 
モル タル セメント に 水 と 砂 だ け を 練り 混ぜ た モル タル は 、 防 水性 を 高め る 
た め 、 ウ レタ ン 等 を 吹き 付け ます 。 重量 が ある の で 遮音 性 能 は あ 
り ま す が 、 断 熟 性 能 は あま り 期待 で きま せん 。 
タイ ル 理 砂 、 長石 、 粘土 等 を 成形 、 焼 を 上 げた 材料 で 、 磁 器質 の も の は 
吸水 性 が ほとん ど 無 く 、 防 水性 に 優れ た 外壁 材 で す 。 
大 理 石 大 理 石板 の 外壁 は 、 面 火 性 は 若干 劣り ます が 、 耐候 性 が 高く 強度 
も ある の で 、 外 壁 仕上 げ 材 と し て は 優れ た 材料 で す 。 
し か し 材料 費 、 工 事 費 と も に ひじ ょ うに 高く つき ます 。 











LL 利 


令 内 装 の 決め か た 
ここ で は [洋室 」 の 内 装 
仕様 モー ド で 「 内 装 ] を 


と 決め る こと に し ます 。 
クリ ッ ク す る と 、 ョ 







(「 洋 室 ]「 和 室 」「 廊 下 」「 浴 室 」「 ト イレ]| が 表 
[洋室 | を タク リック し ます 。 





ここ に は 現在 の 「 グ レー ド ] と 「 天 井 」「 壁 」「 床 」 の 材質 と イメ ー 
ジ と 人 色 が 表示 きれ て いま す 。 

また 「 防 音 」「 断 熱 」「 耐 久 」「 暖 房 ] の オプ ショ ン も 表示 きれ て 
いま す 。 

グレ ー ド の 横 の 白 枠 を クリ ッ ク す る と 内 装 の 材質 の 品質 グレ 
ー ド が 「 標 準 」「 準 高級 」「 高 級 ]「 超 高級 ]「 特 別 製 ] と 変わ っ て 
いき ます 。 

「 天 井 」「 璧 」「 床 」 の 材質 を クリ ッ ク す る と 、 各 内 装 材 の 材質 
が 変わ り 、 イ メー ジ が 表示 され ます 。 (一 p.43※ 内 装 材 の 種類) 
「 床 ] を 「 フ ロー リン グ 」 に する と 材質 の 表示 の と な り に 「 横 」 
(また は 「 縦 」) と 表示 きれ フロ ー リ ング の 方 向 を 変え る こと 
が で きま す 。 

イメ ー ジ 表示 内 を クリ ッ ク す る と 色 サ ンプ ル が 表示 され ます 。 

















好み の 色 を クリ ッ ク す る と クリ ッ ク し た 場 り 0 ます 4 
オプ ショ ン の 枠 を クリ ッ ク す る と 「 無 」 と 「 有 」 に 交 生 に 変わ り 
ます 。 (一 p.44※ 内 装 オ ブ プション の 種類 ) 

「 グ レー ド ]」「 材 質 ]「『「 オ プシ ョ ン 」 を 変え る と 、 そ れ に 応じ て 
時 価 も か わり ます 。 

内 装 を 設定 する と 、 そ れ か ら 後 に つく っ た 部 屋 の 内 装 に 効 
洒 が 現れ ま す 

前 に つく っ た 部 屋 の 内 装 は 、 そ の 部 屋 を つく っ た と き の ま ま 
変わ り ま せん 。 

また 、 ひ と つ ひ と つの 前 と に 内 装 を 変更 する こと も で き 
ます 。 (一 p.80 < 部 屋 の 仕様 を 見 る 〉) 






































設定 し 終え た ら 右 クリ ッ ク で 戻り ます 。 
(*1) 畳表 と 畳 緑 の よ うに 、 ら 箇所 別々 に 色 を 変え る こと が で きる 場 
合 も あり ます 。 
※ 内 装 材 の 種類 

種類 説明 

クロ ス レー ヨン な ど を 素材 と する 織物 で す 。 色 、 柄 が 豊富 で 、 価 格 面 で も 多種 多様 な 製品 が 
販売 され て いま す 。 天 井 、 内 壁 の 仕上 げ と し て 用 いま す 。 

バネ ル 一 定 寸法 に つく られ た 板 状 の 製品 の 総称 で す 。 ゲ ー ム で は 、 天 井 パ ネル を ら 色 で 
市 松 状 に 張る こと が で きま す 。 

目 遂 天井 板 を 張る 際 、 板 と 板の間 に 多少 すき 間 を あけ て 張っ た 、 板 張り の 天井 で す 。 

竿 縁 天井 板 の 下 に 細い 木 ( 竿 緑 ) を 並べ た 天井 で 、 和 風 の 家 に よく 見 られ ます 。 
竿 緑 は 天井 板 と 直角 に 30cm 一 40cm 間 隔 で 設け ます 。 

果 楽 土 壁 の 一 種 で 和風 の 造り に よく 見 られ ます 。 県 楽 は 京都 付近 で 産出 する 良質 の 
色 土 で 、 代 表 的 な 京 壁 で す 。 

タイ ル 内 壁 に は 陶器 質 の も の が よく 使わ れ 、 風 呂 や WC の 天井 や 内 壁 に よく 見 られ ます 。 

畳 和室 に 使用 し 、 断 熟 、 吸 音 性 能 に 優れ 、 弾 力も あり 、 多 機能 に 対応 で きる 
日 本 独特 の 床 材 で す 。 廉 価 な ビニ ー ル 製 ス タイ ロ 畳 か ら 、 上 質 の いぐさ を マニ ラ 麻 で 
細か く 織 り 込ん だ 高級 な 手 加 工 製品 まで 、 値 段 に か な り の 開き が あり ます 。 

板 張 いわ ゆる フロ ー リ ング の 床 材 で 、 耐 摩耗 性 が 高く 汚れ に くい 長所 が ある 一 方 、 
吸音 性 が 低い の で 、 音 が 細く と いっ た 短所 も あり ます 。 

カー ペッ ト いわ ゆる 「 紋 入 (じゅ うた ん ) 」 で 純毛 、 ナ イロ ン アク リル な どい ろ い ろ な 材質 の 
も の が あり ます 。 吸音 、 断 熱性 能 に 優れ ます が 、 汚 れ や すい の が 欠点 で す 。 





番傘 


供 香 奄 確 介 








※ 内 装 オ プション の 種類 
種類 説明 
防音 オプ ショ ン 外 部 騒音 や 室内 界 壁 の 音 の 遮音 を 目的 に 、 内 装 の 下 に 重量 の 大 きい 鉛 、 


鉄 、 石 な ど を 使用 し た 構造 で す 。 部 材 の 接合 部 に 、 ゴ ム な どの 緩衝 材 を 張る 場合 
も あり ます 。 











断熱 オプ ショ ン 内 装 の 下 に グラ スウ ー ル 、 ロ ッ ク ウー ル 、 ウ レタ ン フ ォ ー ム 、 発 泡 ポ 
リエ チレ ン な どの 断熱 材 を 施工 し た も の で す 。 居 住 性 の 向上 と 省エネ ルギー の 
目的 で 使わ れ ま す 。 

耐久 オプ ショ ン | ピア ノ な ど 重 い 家具 の 重量 に 耐え られ る よう 、 床 材 に 鉄骨 な どの 耐久 材料 で 
補強 を し ます 。 耐 ス オブ ショ ン を つけ る と 耐震 性 能 や 防火 性 能 も 向上 し ます 。 

暖房 オブ ショ ン | 内 装 に 床 暖房 や 、 壁 暖房 天井 に は 遠 赤外線 軸 射 熱 暖 房 シ ステ ム な ど を 














組み 入れ た 施工 で 、 導 入 に は か な り の 費用 を 要 し ます 。 


< 部 屋 を つく る > 

ここ で いう 部 屋 と は 居間 や 寝室 な どの 居室 か ら 、 玄 関 ま で 
を 含み ます 。 

部 屋 と 部 屋 と の 開口 な ども 併せ て 説明 し ます 。 


金 居室 の つく りか た 
① 居 室 の 種類 を 決め る 


居室 を つく る に は 、 は じ め に どん な 用 途 の 居室 に する か を 決 
め る 必要 が あり ます 。 
ここ で は 「 居 間 ] を つく る こと に し ます 。 


まず 「 操 作 パ ネル 」 の 「 居 室 ] を クリ ッ ク し て くだ きい 。 
する と 居室 の 用 途 メ ニュ ー (「LDK」「 個 室 」「 サ ニタ リー]「 収 
納 」) が 表示 され ます 。 


つき に 「LDK」 を クリ ッ ク す る と 、 さ ら に 「 居 間 (L) 」[ 食 堂 
(D) 」「 台 所 (K) 」 の メニ ュー が 出 ま す の で 「 居 間 (L) 」 を 
選ん で クリ ッ ク し て くだ さい 。 

最後 に 「 居 間 (L) 」 を 「 洋 室 」「 和 室 ] の どちら に する か を 決 
め ま す 。① 








堪 択 する と 、 カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ | 内 に 移動 し 


カー ソル の 先 に 1 ユニ ッ ト の 締 





1 の 四角 が 現れ ます 





この 四角 の 左上 隅 を 
で 、 大 間 を つく り た い 位 
ク し ます 

つぎ に 、 カ ー ソ ル を 上 ト 下 左 f 
が その 方 向 に 広がり ます 。 
つく り た い サ イズ に な っ た と ころ で も う 一 度 ク リッ ク す る と 
「 居 間 」 が で き あ が り ま す 。 


ン て 部 屋 の サイ ズ を 決め ます の 
に カー ソル を 移動 し て 1 回 クリ ッ 



























「 居 室 」 は 連 
ド か ら 抜 け ま す 。 


(*1) 部 屋 の 用 途 に よっ て は 「 洋 室 」「 和 室 」 の 選択 が 無い 場合 が あり 
ます 。( 一 p.46※ 居 室 の 種類 と 用 途 ) 

(* ら ) 一 辺 が 6 グリッ ド 以 上 の 大 き な 部 屋 は つく れ ま せん 。( 一 p.53 
開口 の つく りか た ) 

(*3) つく れる 和室 の 大 き さ は 決ま っ て いま す 。( 一 p.46※ 和 室 の 
サイ ズ ) 


午 笹間 に 確 







































































※ 居 室 の 種類 と 用 途 
種類 用 途 洋室 | 和室 | L 型 | 目的 
LDK 四 (| ) の | リビン グル ー ム 、 居 間 で す 
〇 | ダイ ニン グル ー ム 、 食 堂 で す 
K x | 〇 | キッ チン 、 台 所 で す 
個室 主 寝 室 | 〇 | 〇 | 〇 | 夫婦 の 被 室 で す 
子供 部 屋 | 〇 | 〇 | 〇 | 子供 が 勉強 し た り 寝 た りす る 部 屋 で す 
老人 室 | 〇 | 〇 | 〇 | 老人 の た め の 個 室 で す 
応接 室 |O | 〇 | 〇 | 来客 を も て な す 部 屋 で す 
客室 | 0 〇 | O | 来客 の 泊まる た め の 予 備 室 で す 
趣味 の 部 屋 | アト リエ | 〇 | 〇 | 〇 | 絵 を 描く 趣味 の 部 屋 で す 
| 〇 | 〇 | 書き 物 、 読 書 な ど 知 的 生産 の 場所 で す 
| x 〇 | x |「 茶 の 湯 」 を する た め の 部 屋 で す 
x つう | 音楽 、 麻 雀 な どの た め の 防 音 室 で す 
サニタリー | 浴室 - - っ | 治 本 の つい た 専用 の 風呂 で す 
wc - - 5 便器 の つい た 専用 の 便所 で す 
洗面 所 - - -) | 洗 画 台 の つい た 専用 の 洗面 所 で す 
UB = = 〇 | 浴室 、 ト イレ 、 洗 面 所 が 一 緒 の 部 屋 で す 
収納 押入 = = x | ふと ん な ど を し まう 和室 の 収納 で す 
クロ ゼット | - - 〇 | 服 な ど を し まう 洋室 の 収納 で す 
納戸 - - 〇 | 収納 専用 の 部 屋 で す 





※ 和 室 の サイ ズ 
ゲー ム で は 、 つ ぎの 9 通り の 和室 の み 、 つ くる こと が で きま す 。 












































"電電 A SDs 











る し 居室 の つく りか た 
①L 居 室 の 種類 を 決め る 


る に は 、 は じ め に どん な 用 途 の L 居 室 に する か 
を 決め る 必要 が あり ます 
ここ で は 「 居 間 ]」 を つく る こと に し ます 。 


『 室 を つく 





まず 「 操 作 パ ネル] の 「L 居室 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 
する と 居室 の 用 途 メ ニュ ー (「LDKJ「 個 室 」「 サ ニタ リー]J「 収 
納 ]) が 表示 きれ ます 。 


つぎ に 「LDK」 を クリ ッ ク す る と 、 さ きら に 「 居 間 (L) 」「 食 堂 
(D) 」「 台 所 (K) 」 の メニ ュー が 出 ま す の で 「 居 間 (L) 」 を 
選ん で クリ ッ ク し て くだ さい 。 
② 設 計 図 に 描き 込む 
ふた つの 長方形 部 分 に 分 け て つく り ま す 。 
こま で 選択 する と 、 カ ー ソ ル が 作図 ウィ ンド ウ 内 に 移動 し 






カー ソル の 先 に 1 ユニ ッ ト の 緑色 の 四角 が 現れ ます 。 

この 四角 の 左上 隅 を 基点 に し て 部 屋 の サイ ズ を 決め ます の 
で 、 居 間 を つく り た い 位 置 に カー ソル を 移動 し て 1 回 クリ ッ 
ク し ます 。 

つぎ に 、 カ ー ソ ル を 上 下 左右 に 移動 きせ る と 、 緑 色 の 四角 
が その 方 向 に 広がり ます 。 ③④ 

つく り た い サ イズ に な っ た と ころ で も う 一 度 ク リッ ク す る と 、 
ひと つめ の 長方形 部 分 が で き あ が り ま す 。 








介 刈 徒 和 


つぎ に ふた つめ の 長方形 部 分 の 
カー ソル を 動か す と 、 カ ー ソ ル に いち ば 
こ 基 点 が 移動 し ます 


クリ ッ タ する と 、 









eS 






る 1 ユニ ッ ト の 緑色 の 四角 が 現 
れ ま す 

カー ソル を 移動 きせ 、 つ くり た い L 型 の サイ ズ に な っ た と こ 
ろ で も う 一 度 ク リッ ク し ます 。 こ れ で L 型 の [居間 ] が で き あ 
が り ま す 。 








「 し 居室 」 は 連続 し て つく る こと が で き 、 右 クリ ッ ク で この モ 

- ド か ら 抜け ます 

(*1) L 居 室 は すべ て 洋室 で 、 居 室 の 用 途 に よっ て は つく れ な いも 
の も あり ます 。( 一 p.46※ 居 室 の 種類 と 用 途 ) 

("2) 一 辺 が 6 グリ ッ ド 以 上 の 大 き な 長 方 形 は つく れ ま せん 。( 一 
p.53 開口 の つく りか た ) 


(*3) 形 が きち ん と L 型 に な っ て いな いと クリ ッ ク が 認識 され ませ 
ん 。 


金 廊下 の つく りか た 

「 操 作 バ パネル] の 「 廊 下 ] を クリ ッ ク し て くだ きい 

カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ 内 に 移動 し 、 カ ー ソ ル の 先 に 
ニッ ト の 緑色 の 四角 が 現れ ます 。 
この 四角 の 左 上 隅 を 基点 に し て 廊下 の 場所 を 決め ます の で 、 
廊下 を つく り た い 位 置 に カー ソル を 移動 し て 1 回 クリ ッ ク し 









ます 。 
つぎ に 、 カ ー ソ ル を 上 下 左右 に 移動 きせ る と 、 緑 色 の 四角 
が その 方 向 に 広がり ます 。 "" 





時 二 護 っ くり た い サ イズ に な っ た と ころ で も う 一 度 ク リッ ク す る と 


「 廊 下 」 が で き あ が り ま す 。 


(*1) 一 回 で で きる 大 き さ は 一 辺 が 6 グリ ッ ド 以下 で す 。 

(*2) 他 の 部 屋 な ど に 重なっ た と き 、 敷 地 か ら は み 出 し た と き な ど 
は 自動 的 に 判断 され 適切 な ユニ ッ ト に 「 廊 下 ] が つく られ ます 。 
また 1 階 、2 階 と も 「 廊 下 ] は 最大 100 ユ ニッ ト ま で つく る こ 
と が で きま す 。 











る 玄関 の つく りか た 





「1 階 平面 図 」 で [操作 パネ ルル | の 「 玄 関 ] を クリック し て くだ きい 。 " 
カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ ウ 内 に 移動 し 、 カ ー ソ ル の 先 に | ユ 
ニッ ト の 緑色 の 四角 が 現れ ます 。 

この 四角 の 圧 上 陽 を 基点 
ます の で 、 を つく り た い f 
クリ ッ ク し ます 。 

つぎ に 、 カ ー ソ ル を 上 下 左 右 に 移動 させ る 
が その 方 向 に 広がり ます 。 

つく り た い サ イズ に な っ た と ころ で も う - 度 クリ ッ ク す る と 、 


「 玄 関 」 が で き あ が り ま す 。 


図 





















の 場所 と サイ ズ を 決め 


カー ソル を 移動 し て | 回 





と 、 緑 他 の 四 胃 


(*1) 玄関 は 1 階 に 1 箇所 だ けつ くる こと が で きま す 。 
("2) 一 辺 が 6 グリ ッ ド 以上 の 大 き な 「 玄 関 ] は つく れ ま せん 。 


階段 の つく りか た 


① 階 段 の 月 を 決め る 

ます 「 1 階 平面 図 ] で 「 操 作 パ ネル の [階段] を クリ ッ ク し て く < 
だ きい 。 

する と 階段 メニ ュー (「 階 騰 1」「 階 騰 7」) が 表示 きれ ます 。 
(一 p.50※ 階 段 の 形状 ) 


ここ で は 「 障 段 1] を タリ ッ ク し て み ま す 
する と 「 作 図 ウィ ンド ウ ] に 黄色 の 直線 型 の 階段 シン ポル が 表 
示さ れ ま す 。⑳ 





(*1) 「8 階 平面 図 ] で は 「 階 段 ] を クリ ッ ク し て も 認識 され ませ ん 。 
また ひと つの 家 に つく れる 「 階 段 ] は ひと つ だ け で す 。 

(*2) 違う 形状 に し た いと き は 、 い っ た ん クリ ッ ク し た 後 、「 取 消 」 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 右 クリ ッ ク で は シン ボル が 回 転 し 
て し まい ます 。 





② 設 計 図 に 描き 込む 

[階段] の シン ボル で は 開い て いる 場所 が 1 階 の 床 に つく よう 
に し ます 

マウ ス で シン ボル を 移動 きせ 、 右 クリ ッ ク で 回 転 き せ て 、 付 
けた い 場 所 で クリ ッ ク し ます 











置 する か どう か 聞い て きま す の で 、「 設 置 ] を クリ ッ 
ク す る と 、 そ の 位置 に 「 階 段 ] の シン ボル が 確定 し ます 。 
これ で 「 階 段 」 の 設置 は 完了 し まし た 。 


※ 階 段 の 形状 
ゲー ム で は 、 つ き の 7 通 り の 階段 を つく る こと が で きま す 。 





2 


る 床の間 の つく りか た 
「 操 作 パ ネル | で 「 床 の 間 ] を クリ ッ ク し ます 。 
する と 「 床 の 間 」 の 帆 テ ー ブ ル が 開き ます 。 





① 床 の 問 を 選ぶ 
いま 、 テ ー ブ ル に は 、 設 置 で きる 「 床 の 間 ] の 幅 が 表示 きれ て 
いま す 。 の 


ここ で は 幅 「90cm」 の 訂 の 間 を 設置 する こと に し ます 

カー ソル で いち ば ん 上 の 「80cm」 を 選ん で クリ ッ ク し ます 。 
画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 され ます 。 
- 名 称 | 

















125,500 














「 障 子 」 の 項目 は 、 変 更 す る こと が で きま す 。 ② 
「 障 子 」 の 肌色 の 桁 を クリ ッ ク す る と 、「 無 」「 有 の 選択 メニ 
ュー が 開き ます 。(③ 


どちら か 選択 し 、 ク リッ ク す る と 、「 無 」「 有 」 の 表示 と 、 そ 
れ に 併せ て 姿 図 が 変わ り ま す 。 
設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 。 








i 


② 床 の 問 を 設置 する 

変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 ] を クリ ッ ク し ます 。 

する と 選ん だ 形状 の 「 床 の 間 ]」 の シン ボル が 、 作 図 ウィ ンド ウ 
に 現れ ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 場 所 に 移動 し ます 。 

マウ ス の 右 ク リッ ク で シン ボル を 回 転 き せ 、 設 置 する 和室 の 
こ あ わせ 、 ク リッ ク し ます 。 ゅ 

設置 する か どう か 聞い て きま す の で [設置] を クリ ッ ク す る と 、 
「 床 の 間 ] の シン ボル が 確定 し ます 。*@ 

これ で 、「 床 の 間 」 の 設置 は 完了 し まし た 。 








(*1) 「90cm」「180cm」「360cm」 は 平面 図 上 で それ ぞ れ 1 ユニ ッ 
ト 、2 ユ ニッ ト 、4 ユ ニッ ト の 幅 と な り ま す 。 


("2) 「180cm」「360cm」 幅 で は 「 棚 ] や 「 天 袋 ] の オプ ショ ン も 変更 
で きま す 。 


で 3) 項目 の 枠 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 

(“4) 今 と 同じ 状態 を 選択 する と 変わ り ま せん 。 

(*5) 正面 の 方 向 に 注意 し て くだ さい 。 シ ン ボ ル の 一 辺 が 開い て いる 
面 が 正面 で す 。 付 いて いる 状態 は 、 展 開 図 で も 確認 で きま す 。 

(“6) 設置 する 場所 に 他 の 部 屋 や 建具 な ど が ある と 設置 で きま せん 。 





る 開口 の つく りか た 
「 操 作 パ ネル | の 「 開 口 ] を クリ ッ ク し て くだ きい 。 








カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ 内 に 移動 し ます か ら 開 口 し た い 壁 
を クリ ッ ク し ます 。 "" 

怠 が 反転 し 、 開 口 す る か 確認 し て きま す の で [実行 」 を タリ 
ッ ク し ます 。 中 

壁 が 破線 で 表示 され 開口 し た こと が わか り ま す 

















「 開 口 ] モ ー ド に は いる と 、 連 続 し て 開 唱 を 行う こと が で きま す 。 

「 開 口 」 し た 壁 を も と に 戻し た いと き は その 開口 部 を クリ ッ ク 

じ ま ず 。 

間 唱 部 が 反転 し 、 復 元 す る か 確認 し て きま す の で 「 実 行 」 を 

クリ ッ ク し ます 。 

胡 が 復元 され 、 開 口 は な く な り ま す 。 

右 ク リッ ク で この 「 開 口 」 モ ー ド か ら 抜 ける こと が で きま す 。 

(*1) 「 開 口 ] は 1 グリ ッ ド 単位 で お こない ます 。 

("8) 開口] で きる の は 洋室 と 廊下 の 内 壁 だ け に 限り ます 。 た だ し 、 
ドア な どの 建具 が あっ た り 、 壁 付け の 設備 な どの ある 壁 は 、 


開口 で きま せん 。 ま た 、 隣 の 部 屋 を 削除 し 、 開 口 し た 壁 が 外 
壁 に な か つた と き は 、 開 口 は 壁 に 戻り ます 。 


(*3) 「 下 が り 壁 」 モ ー ド か ら も 開口 の 復元 は で きま す 。( 一 p.54 る 
下がり 壁 の つく りか た ) 








| 礁 確 ? 


る 下がり 壁 の つく りか た 
「 操 作 バ ネル ] の 「 下 が り 壁 ] を クリ ッ ク し て くだ きい 。 














カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ 内 に 移動 し ます か ら 、 下 が り 壁 を 
つく り た い 壁 を クリ ッ ク し ます 。 

庄 が 反転 し 、 下 が り 眉 に する か 確認 し て きま す の で [実行 」 
を クタ クリック し ます 。 9 ゆ 

難 が 二 本 線 で 表示 され 下がり 壁 が で きた こと が わか り ま す 








「 下 が り 壁 」 モ ー ド に は いる と 、 

と が で きま す 。 

「 下 が り 壁 」 に し た 壁 を も と に 戻し た いと き は その 下がり 壁 当 

分 を クリ ッ ク し ます 

「 下 が り 壁 」 部 分 が 反転 し 、 復 元 す る か 確認 し て きま す の で 

「 実 行 ] を クリ ッ ク し ます 。① 

科 E さ れ 、 下 が り 璧 は な く な り ま す 。 

右 ク リッ ク で この 「 下 が り 壁 」 モ ー ド か ら 抜 ける こと が で きま す 。 

(*1)「 下 が り 壁 ] は 1 グリ ッ ド 単位 で つく り ま す 。 

("2) 「 下 が り 壁 」 に で きる の は 洋室 と 廊下 の 内 壁 だ け に 限り ます 。 
た だ し 、 ド ア な どの 建具 が あっ た り 、 壁 付け の 設備 な どの あ 
る 壁 は 、「 下 が り 壁 」 に で きま せん 。 ま た 、 隣 の 部 屋 を 削除 し 、 
下がり 壁 が 外壁 に な っ た と き は 、「 下 が し 壁 」 は 通常 の 壁 に 戻 
り ま す 。 


(*3)「 開 口 ] モ ー ド か ら も 下がり 壁 の 復元 は で きま す 。( 一 p.53 る 
開口 の つく りか た ) 








金 吹き 抜け の つく りか た 

「 2 階 平面 図 」 で 「 操 作 パ ネル | の 「 吹 抜 ] を クリッ ク し て くだ きい 。 
カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ 内 に 移動 し 、 カ ー ソ ル の 先 に 1 ユ 
ニッ ト の 緑色 の 四角 が 現れ ます 

この 四角 の 左上 隅 を 基点 に し て 吹 抜 の 場所 を 決め ます 

「 吹 抜 ] は 1 階 の 玄関 また は 洋室 の 上 一杯 に つく る か 、 廊 下 
の 上 の 一 部 に 付け る か どちら か し か で 

きま せん 。 "5 

ここ で は 玄関 の 上 に 吹 抜 を つく る こと に し ます 

玄関 の 2 階 の 位置 に カー ソル を 移動 し て ln クリ ッ ク し ます 

つぎ に 、 カ ー ソ ル を 上 下 左 右 に 移動 きせ る と 、 緑 色 の 四角 
が その 方 向 に 広がり ます 。 

玄関 の サイ ズ に 重なっ た と ころ で も う 一 度 ク リッ ク す る と 、 
玄関 の 上 に 「 吹 抜 ] が で き あ が り ま す 。 








「 吹 抜 ] を 削除 する と き は 、 部 屋 と 同様 に 「 操 作 バ ネル 」 の [「 削 

除 」 を クリ ッ ク し て 行い ます 。 

(*1)「 吹 抜 」 は 一 軒 に つき 1 つ だ け 付 ける こと が で きま す 。 

(* ら ) 洋室 の 璧 に 一 部 で も 開口 や 下がり 壁 が ある と き は 「 吹 抜 」] は で 
きま せん 。 部 屋 や 廊下 に また が っ て 「 吹 抜 」 を つく る こと は で 


きま せん 。 し 宇 型 の 「 吹 抜 ] は で きま せん 。 欧 抜 部 分 の 1 階 部 分 
を 削除 する と 、 吹 抜 は 削除 ぐれ ます 。 
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金 削除 の し か た 

『 操 作 バ ネル 」 の 「 削 除 」 を クタ リッ ク し て く た 
カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ 内 に 移動 し ます カ 
司 を クリ ッ ク し まず す 。 7 

部 屋 が 反転 し 、 削 除 す る か 確認 し て きま す の で 「 実 行 」 を 
リッ ク し ます 。② 






ら 削 除 し た い 部 














「 削 除 」 は 連続 し て する こと が で き 、 右 クタ クリック で この モー ド 

か ら 抜け ます 。 

「1 階 」 か ら 「28 階 」 へ 「 階 層 」 も 変更 で きま す 。 

(*1)「 万 下 」 の 場合 は 1 ユニ ッ ト ご と に 指定 し ます 。 

(*2)「 削 除 」 し た 部 屋 に 設置 され て いた 建具 や 設備 も 同時 に 削除 さ 
れ ま す 。 

(*3)「 階 段 」] は 「 1 階 平面 図 」 で 「 削 除 」 し ます 。「 吹 抜 」 の 1 階 部 分 が 
削除 され る と 2 階 の 「 吹 抜 ] も 同時 に 削除 され ます 。 





〈 設 備 を つけ る > 

シス テム キッ チン や 洗面 化粧 合 な どの 「 設 備 」 は 、 通 常 の 家 
了 内 と 異な り 、 設 計 の 時 点 で 配置 し 、 ま た 着 上 上 後 は 動か すこ 
と は で きま せん 。 

操作 パネ ル の 「 設 備 ] を クリ ッ ク す る と 、「 設 備 ] の メニ ュー が 
開き 、 人 ド に な り ま す ., 

また ゲー ム で は 、「 設 備 ] を 配 購 する と 、 同 時 に 配管 等 も 自 
あか 
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る 設備 の 種類 
「 設 備 」 の メニ ュー に は つぎ の よう な 種類 が あり ます 。 


画 キ ッ チ ン 

コン ロ 、 シ ンク グ 、 人 冷蔵庫 、 キ ャ ビ ネ ッ ト な ど が 組合 わ さ 
シス テム キッ チン で す 。 

キッ チン に 設置 し ます 。 

シス テム キッ チン に は 、 そ の 形状 に より 

信吾 キャ ビ ネ ッ ト を 一 直線 に 配置 し た 「| 型 」 

人 @ 平 行 に 2 列 に 配置 し た 「 型 」 

⑱ コ ー ナ ー を 持つ 「L 型 」「U 型 」 

が あり ます 。 


画 カ ウン ター 

造り 付け の カウ ンタ ー で す 。 

洋室 や 廊下 の 盛 に 設置 し ます 

カウ シン ター a に は 柳 置 き 用 の 家具 を 置く こと が で きま す 。 
カウ ンタ ー に は 、 そ の 形状 に より 

a 

@ コ ー ナ ー を 持つ 「L 型 」「U 型 」 

が あり ます 。 


画 暖 炉 
造り 付け の 暖房 用 暖炉 で す 。 
『 洋 室 」 ゃ 「 廊 下 」 の 壁 に 設置 し ます 。 


旦 洗面 ヒ 統 台 
造り 付け の 洗面 化粧 台 で す 
洗面 所 ]「UB」 や 「 廊 下 ] な ど の 壁 に 設置 し ます 。 
画 浴 横 
『 浴 室 」「UB」 の 壁 に 接し て 設置 する 浴槽 で す 。 





i 人 や 


画 ト イレ 便器 
『WCJ「UB」 の 忌 に 接し て 設置 する トイ レ 便 器 で す 。 





『 類 に は 

@ シャンデリア や ダウ ン ラ イト な どの 天井 に 設置 する 「 天 井 用 
電灯 」 

代 ブ ラケット の よう に 壁 に 設置 する 「 壁 用 電灯 」 

が あり ます 。 

設備 の つけ か た 

設備 の 基本 的 な つけ か た は 、 全 て 同 じ で す 。 

① 設 備 を 選ぶ 


設備 を 設置 する に は 、 は じ め に どの 設備 を 設置 する か を 決め 
る 必要 が あり ます 。 

ここ で は 「 キ ッ チ ン 」 の 「| 型 キッ チン 」「 フ ラッ ト ベ ー シ ッ ク 」 を 
設置 する こと に し ます 。 

まず 「 操 作 バ ネル] で [設備] を クリ ッ ク し て くだ きい 。 

する と 「 設 備 ] の メニ ュー (「 キ ッ チ ン ]「 カ ウン ター]「 暖 炉 」「 洗 
面 化 粧 台 」「 浴 槽 ]「 トイ レ 便 器 」「 照 明 ]) が 表示 ほれ ます 。 








つき に 「 キ ッ チ ン ] を クリ ッ ク す る と 、 き ら に 「 キ ッ チ ン 」 の テー 
プル が 開き ます 。 























[月 } 人 避 い 機 付き 
[ 花 ] 食器 洗い 機 付き 
エ 型 キッ チン フラ ッ ト 大 型 冷 蔵 庫 付き 














いま 、 テ ー プ ブル に は 、 設 置 で きる 「 キ ッ チ ン ] の 種類 と 名 称 が 
並ん で いま す 。 

カー ソル で いち ば ん 上 の 「| 型 キッ チン 」「 フ ラッ ト ベ ー シ ッ ク 」 
を 選ん で クリ ッ ク し ます 。 

画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 きれ ます 。 


人 ff ps 間 ーー) 




















| 本 概 | 型 キッ チン フラ ッ ト ペ ベー シッ ク 
六 価格 | 308000 
上 幅 | 270cm 窒 征 | 90cm 炒 費 ] 4 本 中 上 
[名 





























「RL」 の 項目 は 、 変 更 す る こと が で きま す 。 
1 「RL」 の 肌色 の 枠 を クリ ッ ク す る と 、「R」「L」 の 選択 メニ ュ 


R ー が 開き ます 。 


どちら か 選択 し 、 ク リッ ク す る と 、「『LJTR」 の 表示 と 、 そ れ 
に 併せ て 姿 図 が 変わ り ま す 。 
設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 。 


② 設 計 図 に 設置 する 

変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 ]」 を クリ ッ ク し ます 。 

する と 選ん だ 形状 の 「 キ ッ チ ン ]」 の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド 

ウ に 現れ ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 場 所 に 移動 し ます 。 

マウ ス の 右 ク リッ ク で シン ボル を 回 転 き せ 、 設 置 する 場所 に 

あわ せ 、 ク リッ ク し ます 。 

設置 する か どう か 開い て きま す の で 「 設 置 」 れ クリ ッ ク す る と 

[キッチン] の シン ボル が 確定 し ます 。 

これ で 、「 キ ッ チ ン ] の 設置 は 完了 し まし た 。 

(*1) 画面 一 杯 に 表示 で き な い の で 、 右 側 の 人 ふ 、 マ や スク ロー ル バ 
ー の ドラ ッ グ で テー ブル が スク ロー ル し ます 。 

(* ら ) 項目 の 枠 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 


(*3) 正面 の 方 向 に 注意 し て くだ さい 。 シ ン ボ ル を 回 転 さ せ て 、 壁 
に ぴっ た り 合 う 方 が 裏 で す 。 壁 に 付い て いる 状態 は 、 展 開 図 
で も 確認 で きま す 。 


(*4) 設置 する 場所 に 壁 や 既に 他 の 設備 な ど が あっ た りす る と 設置 
で きま せん 。 








る 設備 の 撤去 ・ 色 の 変更 の し か た 
設置 し た 設備 を 「 撤 去 」 す る と き は 、 平 面 図 上 で その シ 


者 ググ し ます 
画面 に 該当 する 製品 の 姿 図 が 表示 きれ ます 。 9 














| 種類 | 名 称 | 大 理 石 随 訪 
に i 置 ロ | 5,500,000 
so 提 生 0 








境 ま 
ここ で 「 撤 去 」 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 設備 は 設計 図 か ら 取 り 
除 か れ ま す 。 
また 「 色 」 の 項目 の 枠 が 肌色 の と き は 、「 色 」 を 変更 する こと 
が で きま す 。 

「 色 」 の 肌色 の 桁 を クリ ッ ク し て 人 色 を 選び ます 。 

(*1 ) 理 具 表 か ら 設備 を 撤去 する 方 法 も あり ます 。( 一 p.84 < 建具 

表 を 見 る )) 


(*2) ふたつ 以上 の 設備 な ど が 同じ ユニ ッ ト に ある と き に は 、 選択 
メニ ュー が 開き ます 。 マ ウス で 選択 し 、 ク リッ ク し ます 。 











理 
天井 用 電灯 | 高級 シャ ン デ リア 









































(^3)「 撤 去 ] し た く な いと き や 「 色 」 を 変え た だ け の と き は 、 右 ク リ 
ッ ク で 戻り ます 。 


還 


1 人 の 
昌 『 mT = A) 


〈 建 具 を つけ る )〉 
操作 パネ ル の 「 建 具 ] を クリ ッ ク す る と 、「 建 具 ] の メニ ュー が 
開き 、 建 内 設 置 モ ー ド に な り ま す 。 


る 建具 の 種類 
「 建 具 」 の メニ ュー に は つぎ の よう な 種類 が あり ます 。 


画 サ ッ シ 

「 サ ッ シ ] は 部 屋 の 外壁 に 設置 し ます 。 
高き の サイ ズ に よっ て 

人 @「 高 窓 」「 標 準 窓 ] な どの 「 汎 用 窓 」 

る ⑧ 出 入り で きる 「 テ ラス 戸 」 

⑱ シ ステ ムキ ッ チ ン 用 の 「 キ ッ チ ン 窓 」 
る アー チ や 台形 な どの 「 和 飾り 窓 」 

の 種類 に 分 か れ て いま す 。 
機能 的 に は 

人 普通 の 「 引 き 違 い 窓 」 

@ 開 閉 で き な い [FIX 窓 」 

@ 当 杖 の 角度 を 変え れる 「 ル ー バ ー 窓 」 
@ 上 下 に 開閉 する 「 上 げ 下 げ 戸 」 

る 上 部 に 欄間 の 付い た 「 欄 間 付 戸 」 

な ど が 用 意 さ れ て いま す 。 


画 出 訟 

[出窓 」 は 部 屋 の 外壁 に 外向 き に 設置 し ます 。 
形状 に よっ て 

る ⑧ 部 屋 全 般 に 付け る 「 汎 用 出窓 

⑱ シ ステ ムキ ッ チ ン 用 の 「 キ ッ チ ン 出 窓 」 
⑧ 浴 室 に 付け る 薄型 の [浴室 出窓 ] 

⑧ 三 角形 や 台形 な どの 「 和 飾り 出窓 」 

の 種類 に 分 か れ て いま す 。 

機能 的 に は 

⑧ 開 閉 で き な い TFIX 出 窓 

信 袖 の 部 分 が 開閉 する 「 袖 開き 出窓 」 

人 @ 奥 の 部 分 が 引き 違い の 「 引 違い 出窓 」 
人 @ 組 子 の 付い た 「 組 子 出窓 」 

な ど が 用 意 き れ て いま す 。 
































LL 管 奄 


圏 コー ナー 出窓 

「 コ ー ナ ー 出 窓 は 部 屋 の コー ナー の 外壁 に 外向 き に 設置 し ます 。 
形状 に よっ て 

信 部 屋 全般 に 付け る 「 汎 用 隅 出窓 」 

⑱ シ ステ ムキ ッ チ ン 用 の 「 キ ッ チ ン 隅 出窓 」 
人 浴室 に 付け る 薄型 の [浴室 隅 出窓 」 

の 種類 に 分 か れ て いま す 。 

機能 的 に は 

⑧ 開閉 で き な い 「FIX 隅 出窓 」 

る ⑧ 袖 の 部 分 が 開閉 する 「 袖 開き 隅 出 窓 」 
@⑧ 奥 の 部 分 が 引き 違い の 「 引 違い 隅 出 窓 」 
人 @ 組 子 の 付い た 「 組 子 隅 出窓 」 

な ど が 用 意 さ れ て いま す 。 


画 障 子 

「 障 子 」 は 普通 和室 や 廊下 の 壁 に 付け ます 。 

高 さ に より 「 高 窓 」 と 「 肘 掛 ]」 か ら な る 「 障 子 窓 」 は 外壁 に 設置 
し ます 。 

出 信 り で きる 「 障 子 戸 」 と 欄間 の 付い た 「 欄 間 付 障子 戸 」 は 、 
部 屋 と 部 屋 や 部 屋 と 廊下 の 間 の 内 壁 に 設置 し ます 。 
障子 に は いろ いろ な デザ イン の も の が あり ます 。 
機能 面 で は 、 普 通 の 障子 の 他 に 

る ⑧ ガ ラス 入り の 「 吾 妻 障 子 」 

@ 下 部 の 上 下す る 「 猫 間 障 子 」 

な ど が あり ます 。 


画 袖 

「 裾 」 は 普通 和室 や 廊下 の 内 璧 に 付け ます 。 

その 用 途 か ら 種 類 は 

念 押入 用 の 片面 に 複 紙 を 張っ た 「 押 入 宰 ] 

人 天 袋 の 付い た 押入 用 片面 の 「 天 袋 付き 押入 裾 ] 

信 片 面 は 宰 紙 、 裏 面 は 板 を 張っ た 「 戸 裾 (裏面 合板 ) 」 

信 両 面 と も に 袖 紙 を 張っ た 間仕切 用 の 「 両 面 宰 」 

に 分 か れ て いま す 。 

デザ イン に より 無地 の 他 に 「 太 鼓 張 」「 腰 市 松 」「 帯 入 」「 袖 入 」 
「 腰 張 ] な ど が 用 意 き れ て いま す 。 








僅 奄 介 2 
上 i " 開 隊 グ /2 の / 


田 玄 関 ド ア 

「 玄 関 ド ア 」 は 玄関 の 外壁 に 付け ます 。 

幅 や 開き 型 に より その 種類 は 

る @1 グ リッ ド に 納まる 「 片 開き ドア 」 

る @ サ イド に 小さ な 開き ドア の 付い た 「 親 子 ド ア 」 

人 両側 に 開く 「 両 開き ドア 」 

@2 グ リッ ド に 納まる 「 片 引き 戸 」 

る ⑧4 グ リッ ド に 納まる 「 両 引き 戸 」 

に 分 か れ 、 い ろ い ろ な デザ イン の も の が 用 意 さ れ て いま す 


画 室 内 ドア 

「 室 内 ドア 」 は 普通 洋室 や 洗面 所 の 内 灯 に 付け ます 
幅 や 開き 型 に より その 種類 は 

代 1 グ リッ ド に 納まる 「 片 開き ドア ] 

る サイ ド に 小さ な 開き ドア の 付い た 「 親 子 ドア ] 

る ⑧ 両 側 に 開く 「 両 開き ドア 」 

⑧ 引 違い の 「 片 引き 戸 」 

に 分 か れ 、 い ろ い ろ な デザ イン の も の が 用 意 さ 


画 勝 手口 ドア 

「 勝 手口 ドア 」 は キッ チン の 外壁 に 付け ます 。 

幅 や 開き 型 に より その 種類 は 

⑯1 グ リッ ド に 納まる 「 片 開き ドア 」 

サイ ド に 小さ な 開き ドア の 付い た 「 親 子 ド ア ] 

る 両側 に 開く 「 両 開き ドア 」 

@ 引 違い の 「 片 引き 戸 」 

に 分 か れ 、 い ろ い ろ な デザ イン の も の が 用 意 き れ て いま す 。 


画 ト イレ ドア 

「 ト イレ ドア 」 は WC の 入り 口 と な る 内 存 に 付け ます 。 

「 ト イレ ドア 」 の 種類 は 

@1 グ リッ ド に 納まる 「 片 開き ドア 」 

だ け で す が 、 デ ザイ ン は いろ いろ な も の が 用 意 さ れ て いま す 。 
脅 浴室 ドア 

「 浴 室 ド ア 」 は UB や 浴室 の 入り と な る 内 盛 に 付け ます 。 
幅 や 開き 型 に より その 種類 は 

る ⑧1 グ リッ ド に 納まる 「 片 開き ドア 」 

る ⑧ サ イド に 小さ な 開き ドア の 付い た 「 有 親子 ドア 」 

⑧ 両 側 に 開く 「 両 開き ドア 」 

⑧ 引 違い の 「 片 引き 戸 」 

る ⑧2 枚 に 折り 畳ん で 納まる 「 折 り 扉 」 

に 分 か れ 、 い ろ い ろ な デザ イン の も の が 用 意 さ れ て いま す 。 
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圏 収納 ドア 

「 収 納 ド ア 」 は クロ ゼット の 壁 に 付け ます 。 

「 収 納 ドア] の 種類 は 

人 @ 折 り 畳 ん で 納まる 「 折 り 扉 

だ け で す が 、 デ ザイ ン は いろ いろ な も の が 用 意 さ れ て いま す 。 


画 室 内 収納 

「 室 内 収納 」 は 居室 や 廊下 の 床 に 壁 に 沿っ て 設置 し ます 。 
「 室 内 収納 」 は 用 和 途 に よっ て 各種 の エ ユニット か ら な り 、 
@「 書 」… 本 棚 ユ ニッ ト 

⑧「 整 」… 整 理 棚 ユニ ッ ト 

@「 和 」… 和 ダン ス ユ ニッ ト 

る 「 洋 」… 洋 服 ダ ンス ユニ ッ ト 

⑧「 飾 」… 飾 り 棚 ユニ ッ ト 

@「 寝 」… 寝 具 入 れ ユ ニッ ト 

の セッ ト で す 。 


画 玄 関 収納 

「 玄 関 収納 」 は 玄関 に の み 設置 し ます 。 

玄関 と 廊下 を は さん で 設置 する こと も で きま す 。 

高き と 形状 に より その 種類 は 

⑧ 背 の 低い 「 げ た 箱 ] 

念 飾り 棚 の 付い た 背 の 高い 「 玄 関 収納 」 

に 分 か れ 、 い ろ い ろ な デザ イン の も の が 用 意 さ きれ て いま す 。 





建具 の 種類 に よる つけ られ る 場所 

建具 の うち 、「 サ ッ シ ]「 出 窓 」「 コ ー ナ ー 出 窓 ]「 玄 関 ド ア ]「 勝 
手 ロ ドア 」 は 外壁 に 、「 室 内 ドア 」「 トイ レ ド ア 」「 浴 室 ドア 」「 室 
内 収納 」「 玄 関 収納 」 は 内 壁 に し か 付き ませ ん 。 

また [障子 」 の うち 、「 障 子 窓 」 は 内 壁 に 、「 障 子 戸 」 は 外壁 に 
し か 付き ませ ん 。 


人 る 建 具 の つけ か た 
建具 の 基本 的 な つけ か た は 、 全 て 同じ で す 。 


① 建 具 を 選ぶ 

建具 を つけ る に は 、 は じ め に どの 建具 を つけ る か を 決め る 必 
要 が あり ます 。 

ここ で は 「 サ ッ シ 」 の 「 汎 用 窓 ]「 ら 枚 高 窓 』 を 設置 する こと に し 
ます 。 

まず 「 操 作 バ ネル ] で [建具 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 








する と 「 建 具 ] の メニ ュー (「 サ ッ シ 」「 出 窓 ]「 コ ー ナ ー 出 窓 」 
「 障 子 」「 袖 」「 玄 関 ドア 』「 室 内 ドア 」「 勝 手口 ドア 」「 ト イレ ドア 」 
「 浴 室 ド ア 」「 収 納 ドア 」「 室 内 収納 」「 玄 関 収 納 」) が 表示 きれ 
ます 。 


つき ぎ に 「 サ ッ シ 」 を クリ ッ ク す る と 、 さ ら に 「 サ ッ シ 」 の テー ブ 
ル が 開き ます 。 
種 


























ルー バー 高 訟 


ルー パー 和夫 
ルー パー 戸 窓 








いま 、 テ ー ブ ル に は 、 設 置 で きる 「 サ ッ シ 」 の 種類 と 名 称 が 普 
ん で いま す 。 

カー ソル で いち ば ん 上 の 「 汎 用 窓 』「 枚 高 窓 ] を 選ん で クリ ッ 
ク し ます 。 

画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 され ます 。 





汎用 2 
較 瑞 Eye 。 で 


| ニー ユーロ II 
II 











設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 。 


客層 0 の 





番 起 大 希 稚 大 


② 設 計 図 に 設置 する 

変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 ] を クリ ッ ク し ます 。① 
する と 選ん だ 幅 の 「 サ ッ シ 」 の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド ウ に 
現れ ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 場 所 に 移動 し ます 。 

マウ ス の クリ ッ ク で シン ボル を 回 転 き させ 、 設 置 する 盛 に あ 
わせ 、 ク リッ ク し ます 。 

設置 する か どう か 聞い て きま す の で 「 設 置 ] を クリ ッ ク す る と 、 
「 サ ッ シ 」 の シン ボル が 確定 し ます 。@ 

これ で 、 建 内 の 設置 は 完了 し まし た 。 

(*1) 項目 の 枠 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 

(“2) 設置 する 壁 に 既に 他 の 理 具 が 付い て いる と き は 付け られ ませ 


ん 。 ら つ 以 上 の 部 屋 に また が っ て 建具 を 付け る こと は で きま せ 
ん 。 





※ 障 子 ・ 補 の 枚数 
障子 ・ 視 は 幅 を 変え る と 枚数 が 変わ る こと も あり ます 。 


※ 鶴 の 「 開 き 戸 」 と 「 引 き 戸 」 
90cm 幅 の 摘 は 「 開 き 戸 」180cm 幅 以上 の 複 は 引き戸] で す 


※ 出 窓 の 設置 の 注意 点 

出窓 を 設置 する と き 、 出 窓 が 外側 に な 

に あわ せ 、 ク リッ ク し て くだ さい 。 

L 型 の 内 側 の 角 に 既に 出窓 が あり 、 つ き に 出窓 が 重なる よ 
うな と き に は 、 出 窓 は 付け られ ませ ん 。 








※ 室 内 収納 玄関 収納 の 設置 の 注意 点 

設置 する と き 、 正 画 の 方 向 に 注意 し て くだ さい 。 

シン ボル を 回 転 きせ て 、 壁 に ぴっ た り 合 う 方 が 昔 で す 。 
壁 に 付い て いる 状態 は 、 展 開 図 で も 確認 で きま す 。 
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人 志 伯 人 


具 の 撤去 ・ 色 の 変更 の し か た 
i 
ン ボ ル を クリ ッ ク し ます 。" 
画面 に 該当 する 製品 の 姿 図 が 表示 きれ ます 。 





大 | 宝 内 片 姜 ま ドア 自称 ] [月 ] 室内 片 開き ドア 
[ 筐 大 シリ ー ズ 建具 [月 ] 護 綿 4,000 
| Om 覆 箇 | 答 5 4 市 上 









































薄 直 | 





ここ で 「 撤 去 」 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 建具 は 設計 図 か ら 取 り 

除 か れ ま す 。③ 

また 「 色 」 の 項目 の 搾 が 肌色 の と き は 、「 色 」 を 変更 する こと 

が で きま す 。 

「 色 」 の 肌色 の 枠 を クリ ッ ク し て 色 を 選び ます 。 

(*1) 建具 表 か ら 建 具 を 撤去 する 方 法 も ちり ます 。( 一 p.84 < 建具 
表 を 見 る >〉) 

(*2) ふた つ 以 上 の 建具 な ど が 同じ ユニ ッ ト に ある と き に は 、 選 択 

メニ ュー が 開き ます 。 マ ウス で 選択 し 、 ク リッ ク し ます 。 








室内 戸 開 さき ド ア | [月 | 室内 同 開 さ ド ア 
洲 夫 2 株 






































(“3)「 撤 去 ] し た く な いと き や 「 色 」 を 変え た だ け の と き は 、 右 クリ 
ッ ク で 戻り ます 。 


者 穫 穫 大 奄 確 太 


〈 屋 根 を つく る > 

階層 で 「 1 階 屋根 伏 図 」 ま た は 、「 2 階 屋根 伏 図 」 を 選ぶ 
の 壁 だ けが 表示 
それ ぞ れ 1 階 、2 階 の 屋根 な ど を 設計 し ます 









この 状 】 

この と き 操 作 パ ネル に は 「 屋 根 」「 ドー マ 」「 煙 突 ]「 ひ さ し 」 が 胡 
示さ れ ま す 。 

屋根 の 設置 の し か た 


「 屋 根 伏 國 」 で [操作 パ ネル ] の 「 屋 根 」 を タク リック し ます 
する と 、 自動 」「 手 動 ] と 書か れ た メニ ュー が 開き 、 民 根 設 
乙 モ ー ド に な り ま す 。 





設置 の し か た に は 「 自 動 ] と 「 手 動 」 が あり ます 。 "" 
被 稚 な 建物 の 居 根 も ひと つ ひ と つの 「 屋 根 」 を 組み 合わ せ て 
つく られ ます 。 


画 自 動 設置 

屋根 設置 モー ド で 「 自 動 設置 ]」 を タリ ッ ク す る と 「 和 寄 棟 」 か 「 切 
大 ] か 屋根 の 形状 を 聞い て きま す 。③① 

どちら か 選ん で クリ ッ ク す る と 、 自 動 的 に 屋根 が か か り ま す 。 








右 ク リッ ク で 屋根 設置 モー ド か ら 抜 け ま す 。 


園 手 動 設置 

屋根 設置 モー ド で 「 手 動 設置 ] を クリ ッ ク す る と 「 寄 棟 」 か 「 切 
妻 」 か 屋根 の 形状 を 聞い ぃ て きま す 。 

どちら か 選ん で クリ ッ ク す る と 、「 作 図 ウ ィ ン ド ウ 」 に 緑色 の 
四角 が 表示 きれ ます 。 











屋根 を か けた い 陽 で クリ ッ 
マウ ス を 動か す と クリ ッ ク し た 





位置 を 確定 し て クリ ッ ク す る と 指定 し た 屋根 が f 


「 手 動 設 置 」 は 連 





ー ド か ら 抜 け ま す 。 





ク し ます 。 





9 Pomns 


に 屋根 が 広がり ます 。 9 
作 定 し ます , 











続 し て する こと が で き 、 有 クリ ッ ク で この モ 


きら に 右 タ リッ ク で 屋根 設置 モー ド か ら 抜 け ま す 。 


(*1) まず 自動 で 屋根 を か け て お き 、 必 要 に 応じ て 手動 で 手直し す 


る と 良い で し ょ う 。 


(“2) 一 軒 の 家 に 屋根 を 40 個 まで 組み 合わ せる こと が で きま す 。 

(*3) 屋根 は 傾斜 の つい た 面 の 組み 合わ せ で 、 高 い 部 分 を 「 棟 」 と 呼 
び 、 緑 色 の 実線 で 表 さ れ ま す 。 ま た 廻り の 低い と ころ を 「 時 」 
と いい ます 。「 棟 」 と 平行 する 「 軒 」 の 長 さ が 等 し いと き は 、「 切 


妻 」 と 呼び ます 。「 棟 」 が ヨ 
「 寄 棟 」 と 呼び ます 。 











F 行 する 「 








」 の 長 さ が より 短い と き は 、 


で 4)「 棟 」 は 長方形 の 長い 辺 に 平行 に な り ま す 。 
(*5) 複数 の 屋根 を 組み 合わ せ 、 家 の 壁 全体 を 被 わ な けれ ば な り ま 


せん 。 
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る ドー マ の 設置 の し か た 
「 屋 根 伏 図 」 で 「 操 作 パ ネル 」 の 「 ド ー マ 」 を クリ ッ ク し ます 
する と 、「 ド ー マ 」 の メニ ュー が 開き 、 ド ー マ 設 置 モ ー ド に な 
り ま す 。 





「 ド ー マ ] の 形状 を 選ん で クリック する と 、「 作 図 ウ ィ ン ドウ ]」 
< 三角 の 「 ド ー マ 」 の シン ボル が 現れ ます 。" 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 「 屋 根 ] の 上 に 移動 し ます 

マウ ス の 右 ク リッ ク で シン ボル を 回 転 き させ 、 方 向 を 決め て 
クリ ッ ク し ます 
設置 する か どう か 聞い - 
「 ド ー マ 」 の シン ボル か 
これ で 、「 ド ー マ 」 の 設置 ( 












て きま す の で 「 設 置 ] を クリ ッ ク す る と 、 





「 ド ー マ ] は 連続 し て する 設置 が で き 、 右 クリ ッ ク で この モー 
ド か ら 抜 け ま す 。③ 

("1) 三角 形 の 底辺 の 位置 が 「 ド ー マ 」 の 窓 方 向 に な り ます 。 

(*2) ドー マ は 屋根 か ら は み 出 し て 設置 で きま せん 。 

(*3) 一 軒 の 家 に 設置 で きる 「 ド ー マ 」 は 20 個 まで で す 。 





煙突 の 設置 の し か た 
「 屋 根 伏 図 」 で 「 操 作 バ ネル 」 の 「 煙 突 ] を クリ ッ ク し ます 
する と 、「 煙 突 ] の メニ ュー が 開き 、 煙 突 設 置 モー ド に な り ま す 








[煙突] の 形状 を 選ん で クリ ッ ク す る と 、「 作 図 ウ ィ ン ド ウ 」 に 
久 角 形 の 「 煙 突 ] の シン ボル が 現れ ます 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 「 屋 根 」 の 上 に 移動 し 、 ク リッ ク 
じ 義 水 

設置 する か どう か 閉 い て きま す の で 「 設 置 ] を クリ ッ ク す る と 
「 煙 突 」 の シン ボル が 確定 し ます 。 














これ で 、「 煙 突 』 の 設置 は 完了 し まし た 。 





「 煙 突 ] は 連続 し て する 設置 が で き 、 右 クリ ッ ク で この モー ド 
か ら 抜 け ま す 。 


(*1)「 煙 突 ] は 屋根 か ら は み 出し て 設置 で きま せん 。 
(*8) 一 軒 の 家 に 設置 で きる 「 煙 突 ] は 2 個 ま で で す 。 


ひさ し の 設置 の し か た 

「 屋 根 伏 図 」 で 「 操 作 バ ネル 」 の 「 ひ さ し 」 を クタ リック し ます 
する と 、「 ひ さ し 」 の メニ ュー が 開き 、 ひ さ し 設 置 モ ー ド に な 
り ま す 








「 ひ さ し 」 の サイ ズ で クリ ッ ク す る と 、「 作 図 ウ ィ ン ドウ ] 
に 選ん だ サイ ズ の 「 ひ さ し 」 の シン ボル が 現れ ます 。① 

し 設置 し た い 場 所 に 移動 し 、 マ ウス の 右 ク リ 
ッ ク で シン ボル を 回 転 き せ 、 設 置 す る 外壁 に あわ せ て クリ ッ 
タル し まま ポ 。 

設置 する か どう か 聞い て 


「 ひ さ し 」 の シン ボル が 








ッ ク す る と 、 


これ で 、「 ひ さ し 」 の 設置 は 完了 








電 得意 香 確 確 


「 ひ さ し ] は 連続 し て 設置 が で クリ ッ ク で この モー ド か 
ら 抜け ます 。 m 
(“1) 「90x45cm」「180xB0cm」「870x90cm」「360x90cm」 
は 平面 図 上 で それ ぞ れ ] ユ ニッ ト 、 ら ユニ ッ ト 、3 ユ ニッ ト 、 
4 ユニ ッ ト の 幅 と な り ま す 。 


(*2) つけ る 方 向 に 注意 し て くだ さい 。 シ ン ボ ル の を 開い て いる 面 
を 外壁 に つけ ます 。 


("3) 設置 する 場所 に 他 の 「 ひ さ し 」 が ある と 設置 で きま せん 。 
(*4) 一 軒 の 家 に 設置 で きる 「 ひ さ し 」 は 40 個 まで で す 。 


屋根 ・ ド ー マ ・ 煙 突 ・ ひ さ し の 削除 の し か た 

設置 し た 屋根 ・ ド ー マ ・ 煙 突 ・ ひ さ し を 「 削 除 ] し た いと き は 、 

作図 ウィ ンド ウゥ 上 で | 当 す る も の を クリ ッ ク し ます 。 

する と 該当 する シン ボル の 人 色 が 変わ り 、 削 除 す る か 確認 し て 

きま す の で 、「 実 行 ]」 を クリ ッ ク し ます , 

(* 1) 煙突 や ドー マ な ど が ある と き は そちら が 優先 され ます 。 他 の 
「 ド ー マ 」 や 「 煙 突 ] な ど に 重なっ て いる と き は 、 正 し く 指 定 さ 
れ な いこ と が あり ます 。 







く 《 外 構 を つく る > 

操作 パネ ル の 「 外 構 ] を クリ ッ ク す る と 、「 外 構 ] の メニ ュー が 
開き 、 外 構 設置 モー ド に な り ま す 。 

『「 外 構 」 は 全部 合わ せ て 40 個 まで 設置 で きま す 。 


例外 構 の 種類 
「 外 構 ] の メニ ュー に は つぎ の よう な 種類 が あり ます ., 





圏 テラ ス 

「 テ ラス 」 は 建物 1 階 の 外壁 に 治っ て 設置 し ます 。 
雨よけ の ひき し が あり 、 物 干し の つい た も の も あり ます 。 
田 玄 関 ボー チ 


「 玄 関 ボ ポーチ 」 は 「 玄 関 」 の 外側 に 設置 し ます 。 
いろ いろ な デザ イン の も の が あり ます 。 








画 カ ー ポ ボー 

屋根 付き の 是 庫 で す 。 

「 カ ー ポ ー ト ]」 は 「 敷 地 ] の 「 道 路側 ] に 境界 に 治っ て 設置 し ま 
す 。 目 動車 が 2 公太 る 大 型 の も の も あり ます 。 


画 門 扉 

「 門 扉 」 は 「 敷 地 ] の 「 道 路側 」 に 境界 に 治っ て 設置 し ます 。 
いろ いろ な デザ イン の も の が あり ます 。 

画 灯 等 

庭 に 置く 石 で で きた 灯 
一 植 坊 

庭 に 植え る 「 木 』 で す 。 
いろ いろ な デザ イン の も の が あり ます , 


画 バ ルコ ニー 


「/0 レ ルコ ニー」 は 建物 2 階 の 外 砲 に 沿っ て 設置 し ます 。 考 摺 の 
つい た 張り 出し デッキ で サッ シリ か ら 出 入り で きま す 











金 テ ラス ・ 玄 関 ポ ー チ の つく りか た 


① 種 類 を 選ぶ 

「 テ ラス J「 玄 関 ポ ー チ 」 を 設置 する に は 、 は じ め に 何 を 設置 す 
る か を 決め る 必要 が あり ます 。 

ここ で は テラ ス の 「 テ ラス ] を 設置 する こと に し ます 。 

まず 「 1 階 平 面 図 」 で 「 操 作 パ ネル | で 「 外 構 ]】 を タリ ッ ク し て く 
だ きい 。 

する と 「 外 構 ]」 の メニ ュー (「 テ ラス 」「 玄 関 ポー チ 」「 カ ー ボ ポー 
ト I「 門 扉 」「 灯 称 ]「 植 裁 ]) が 表示 され ます 。 

つぎ に 「 テ ラス 」 を クリ ッ ク す る と 、 き ら に 「 テ ラス 」 の テー プ ブ 
ル が 開き ます 。 











香代 音 大 確 1 


いま 、 テ ー プ ル に は 、 設 置 で きる 「 テ ラス の 名 称 が 並ん で い 
ます 。 

カー ソル で いち ば ん 上 の 「 テ ラス ]」 を 選ん で クリ ッ ク し ます 
画面 に 製品 の 姿 較 が 表示 きれ ます 。"" 


[ 族 乏 ] テラ ス 25.0oo 
電 1380a 泉 人 on 


1 1. 


設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 。 


② 設 計 図 に 設置 する 

変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 ]」 を クリ ッ ク し ます 。② 

する と 選ん だ 「 テ ラス 」 の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド ウ に 現れ 

ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 場 所 に 移動 し ます 。 

マウ ス の 右 タ リッ ク で シン ボル を 回 転 き せ 、 設 置 する 外壁 に 

つく よう に あわ せ 、 ク リッ ク し ます 。 

設置 する か どう か 閉 い て きま す の で 「 設 置 ] を クリ ッ ク す る と 、 

「 テ ラス 」 の シン ボル が 確定 し ます 。 

これ で 、「 テ ラス J「 玄 関 ボ ポー チ 」 の 設置 は 完了 し まし た 。 

(*1) 幅 が 「180cm」「270cm」「360cm」 は 平面 図 上 で それ ぞ れ ら 
ユニ ッ ト 、3 ユ ニッ ト 、4 ユ ニッ ト の 幅 と な り ま す 。 奥行 き が 


「180cm」「270cm] は 平面 図 上 で それ ぞ れ ら ユ ニッ ト 、3 ユ 
ニッ ト の 奥行 と な り ま す 。 




















(*2) 項目 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 

(*3) 外 構 の 設置 され る 場所 に 、1 ユ ニッ ト で も 他 の 外 構 な ど が ある 
と 設置 で きま せん 。 敷 地 境界 線 ぎ り ぎ り に 「 テ ラス 」「 玄 関 ポー 
チ 」 を 設置 する こと も で きま せん 。 ま た 設置 する 壁 に 凹凸 が あ 
っ て は 付け られ ませ ん 。 








カー ボー ト の つく りか た 


① カ ー ボ ー ト を 選ぶ 

「 カ ー ポ ー ト 」 を 設置 する に は 、 は じ め に どの 「 カ ー ポ ボー ト 」 を 
設置 する か を 決め る 必要 が あり ます 。 

ここ で は 「 カ ー ポ ー ト 」 を 設置 する こと に し ます 。 

まず 「 1 階 平面 図 」 で 「 操 作 パ ネル | で 「 外 構 ] を クリ ッ ク し て く 
だ きい 。 

する と 「 外 構 ]」 の メニ ュー (「 テ ラス 」「 玄 関 ポー チ 」「 カ ー ポ ボー 
ト ]「 門 扉 」「 灯 笛 」「 植 裁 ]) が 表示 され ます 。 

つぎ に 「 カ ー ポ ボ ポート] を クリ ッ ク す る と 、 き さら に 「 カ ー ポ ボー ト 」 の 
テー ブル が 開き ます 。 

















カー ソル で いち ば ん 上 の 「 カ ー ボ ー ト ] を 選ん で クリ ッ ク し ます 。 
画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 き され ます 。"! 


話 稼 | カー ポー ト 上 940.000 
真生 | 540cm WE 




















設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 。 


② カ ー ボ ー ト を 設置 する 

変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 ] れ クリ ッ ク し ます 。② 
する と 選ん だ 幅 の 「 カ ー ポ ー ト 」] の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド 
ウ に 現れ ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 し た り 場所 に 移動 し ます 。 

マウ ス の 右 ク リッ ク で シン ボル を 回転 きせ 、 設 置 する 道路 側 
の 敷地 境界 線 に 間口 を 合わ せ 、 ク リッ ク し ます 。 





秋 穫 香 筑 奄 管 玉 


設置 する か どう か 聞い て きま す の で 「 設置] を クリ ッ ク す る と 、 

「 カ ー ポ ー ト 」 の シン ボル が 確定 し ます 。⑨ 

これ で 、「 カ ー ポ ー ト 」 の 設置 は 完了 し まし た 。 

(*1) 「270cm」 の 幅 は 平面 図 で 問 口 が 3 グリ ッ ド 幅 と な り 
「540cm」 の 幅 は 平面 図 で 問 口 が 6 ユニ ッ ト 幅 と な り 、 自 動 
車 が 2 台 入り ます 。 

(*8) 項目 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 

(*3) 「 道 路 付け 」 は 平面 図 上 で 濃い 灰色 で 示さ れ て いま す 。 

(*4)「 カ ー ポ ボー ト 」 の 設置 され る 場所 に 、1 ユ ニッ ト で も 他 の 外 構 な 
ど が ある と 設置 で きま せん 。「 カ ー ボ ポー ト 」 を 設置 し よう と す 
る 間口 に 「 門 扉 」 が ある と 設置 で きま せん 。 








る 門扉 の つく りか た 


① 門 扉 を 選ぶ が 

「 門 扉 を 設置 する に は 、 は じ め に どの 「 門 扉 」 を 設置 する か 
を 決め る 必要 が あり ます 。 

ここ で は 「 洋 風 ア ルミ 門 」 を 設置 する こと に し ます 。 

まず 「 1 階 平 面 図 」 で 「 操 作 バ ネル | で 「 外 構 ]】 を クリ ッ ク し て く 
だ きい 。 

する と 「 外 構 ] の メニ ュー (「 テ ラス 」「 玄 関 ポ ー チ 」「 カ ー ポ ボー 
ト ]「 門 扉 」「 灯 和 」「 植 裁 ]) が 表示 きれ ます 。 

つぎ に 「 門 扇 ] を クリ ッ ク す る と 、 さ ら に [門扉 ]」 の テー ブル が 
別 き ます 。 








カー ソル で いち ば ん 上 の 「 洋 風 ア ルミ 門 」 を 選ん で クリ ッ ク し 
ます 。 

画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 され ます 。 

洋 庶 アルミ 門 
270cm 
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② 門 扉 を 設置 する 
変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 」 を # ク リック し ます 。① 
する と 選ん だ 幅 の 「 門 扉 」 の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド ウ に 現 


れ ま す 。 
カー ソル を 動か し 設置 し た い 場 所 に 移動 し ます 。 
マウ ス の 右 ク リッ ク で シン ボル を 回 転 き せ 、 設 置 する 道路 側 








の 敷地 境界 線上 に 合わ せ 、 ク リッ ク し ます 。 

設置 する か どう か 開い て きま す の で 「 設 置 」 を クリ ッ ク す る と 、 
[門扉 」 の シン ボル が 確定 し ます 。⑫ 

これ で 、「 門 扉 」 の 設置 は 完了 し まし た 。 

(*1) 項目 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 


(*2)「 門 扉 を 設置 し よう と する グリ ッ ド に 既に 「 門 扉 ] や 「 カ ー ポ ボー 
ト 」 が 重なっ て ある と 設置 で きま せん 。 


る 条 管 ・ 植 栽 の 置き を か た 

① 種 類 を 選ぶ 

「 灯 往 」「 植 裁 」 を 設置 する に は 、 は じ め に 何 を 設置 する か を 
決め る 必要 が あり ます 。 


ここ で は 灯 血 の [勧修寺 型 灯 科 」 を 設置 する こと に し ます 。 
まず 「 1 階 平面 図 」 で 「 操 作 バ ネル 」 で 「 外 構 」 を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 

する と 「 外 構 ] の メニ ュー (「 テ ラス 」「 玄 関 ポー チ 」「 カ ー ボ ー 
ト ]「 門 扉 」「 灯 和 」「 植 裁 】) が 表示 され ます 。 

つぎ に 「 灯 往 」 を クリ ッ ク す る と 、 さ きら に 「 灯 筐 」 の テー プル が 
開き ます 。 














いま 、 テ ー プ ル に は 設置 で きる [灯籠 」 の 名 称 が 並ん で いま す 。 
カー ソル で いち ば ん 上 の [勧修寺 型 灯 稀 」 を 選ん で クリ ッ ク し 
ます 。 画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 され ます 。 "" 


| 放 林 | 押 
旧 Socm 順 大 | SO 議 導 











設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 。 





者 i 管 息 


② 設 計 図 に 設置 する 

「 設 置 ] を タク リック し ます 。 

する と 丸い [勧修寺 型 灯 往 」 の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド ウ 
に 現れ ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 したい 場 所 に 移動 し 、 ク リッ ク し ます 。 
設置 する か どう か 聞い て きま す の で 「 設 置 」 を クリ ッ ク す る と 
「 灯 往 」 の シン ボル が 確定 し ます 。 

これ で 、「 灯 入 」「 植 裁 」 の 設置 は 完了 し まし た 。 

(*1) 肌色 の 項目 が な い の で 、 何 も 変更 で きま せん 。 


(*2) 外 構 の 設置 され る 場所 に 、1 ユ ニッ ト で も 他 の 外 構 な ど が ある 
と 設置 で きま せん 。 建 物 に 「 灯 穫 」「 植 哉 」 が 重なる こと は で き 
ませ ん 。 敷 地 境界 線 ぎ り ぎ り に 「 灯 筐 」「 植 裁 」 を 設置 する こと 
も で きま せん 。 


る バル コニー の つく りか た 


①/ リ ルコ ニー を 選ぶ 

「/ パ リル コニー」 を 設置 する に は 、 は じ め に どの 「/ リ ルコ ニー」 を 
設置 する か を 決め る 必要 が あり ます 。 

で は 「 [月 ] 人 ルコ ニー」 を 設置 する こと に し ます 。 

ます 「8 階 平面 図 」 で 「 操 作 バ ネル | で ar リッ ク し て く 
だ さい 。 






する と 「 外 構 」 の メニ ュー (「 テ ラス 」「 玄 関 ポー チ 」「 カ ー ポ ー 
ト 」「 門 扉 」「 灯 磐 」「 植 裁 」) が 表示 きれ ます 。 

つき ぎ に 「 八 ルコ ニー」 を クリ ッ ク す る と 、 さ ら に 「 パ ルコ ニー」 の 
テー ブル が 開き ます 。 








カー ソル で いち ば ん 上 gf [月 ] パル コニー」 を 選ん で クリ ッ 
ク し ます 。 
画面 に 製品 の 姿 図 が 表示 され ます 。 























Hi los 
SW の 
| 価格 | 230 
lll 























設置 し な いと き は 右 ク リッ ク し ます 

② バ ルコ ニー を 設置 する 

変更 で きる 項目 を 決め た ら 「 設 置 ] を クリ ッ ク し ます 。 

する と 選ん だ 帆 の 「 人 ルル コニー」 の シン ボル が 、 作 図 ウ ィ ン ド 
ウ に 現れ ます 。 

カー ソル を 動か し 設置 し た い 場所 に 
マウ ス の 右 ク リッ ク で シン ボル を 回 


移動 し ます 。 
: き せ 、 設 置 す る 外壁 に 





つく よう に あわ せ 、 ク リッ ク し ます 。 

これ で 、「 バ ルコ ニー」 の 設置 は 完了 し まし た 

(*1) 項目 が 肌色 の も の は 変更 する こと が で きま す 。 

("2) 「 バ ルコ ニー」 の 設置 され る 場所 に 、 他 の バル コニー が 重なる 


と 設置 で きま せん 。 敷 地 境界 線 ぎ り ぎ り に 「 バ ルコ ニー」 を 設 


置 す る こと も で きま せん 。 ま た 設置 する 壁 に 凹 呈 が あっ て は 
付け られ ませ ん 。 








香 穫 穫 奄 筑 筑 礁 


例外 構 の 撤去 ・ 色 の 変更 の し か た 

一 度 設置 し た 外 構 を [撤去 ] す る と き は 、 平 面 図 上 で その シ 
みみ クト ます 

画面 に 該当 する 製品 の 姿 図 が 表示 され ます 


| 宅 李 ] [月 ] バル コニー 1 230,000 





ン ボ 














ここ で [撤去 」 を クリ ッ ク す る と 、 そ の 人 外 模 は 設計 図 か ら 取 り 

除 か れ ま す 。 

また 「 色 」 の 項目 の 桁 が 肌 公 の と き は 、「 色 」 を 変更 する こと 

が で きま す 。 

「 色 」 の 肌色 の 作 を クリ ッ ク し て 公 を 選び ます 。 9 

(*1) 建具 表 か ら 外 構 を 撤去 する 方 法 も あり ます 。( 一 p.84 < 建具 
表 を 見 る 〉) 

("8) 「 撤 去 」 し た く な いと き や 「 色 」 を 変え た だ け の と き は 、 右 クリ 

ッ ク で 戻り ます 。 





< 部 屋 の 仕様 を 見 る > 
「 平 面 図 」 の 作図 ウィ ンド ウ で 部 屋 を 上 直接 タク リッ ク し ます 。! 





で 、 そ の 部 屋 の 内 装 を 変更 する こと が で きま す 。 
(一 p.42 人 る 内 装 の 決め か た ) 











ここ で 「 其 本] を クリ ッ ク す る と 拓本 仕様 で 設定 し た 内 美 に 

戻り ます 

和 有 ク リッ ク で 平面 図 に 戻り ます 

(*1) 建具 の ある 壁 を クリ ッ ク し た り 、 設 備 な ど が ある ユニ ッ ト を 
クリ ッ ク す る と 「 設 備 」 や 「 建 具 」 が 優先 され ます 。 何 も つい て 
いな い 場 所 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


く 展 開 図 を 見 る >〉 
「 操 作 8 バネ ル ] の 「 展 開 図 ]」 を クリ ッ ク す る と 、 氏 ( や じ リ り ) 
型 の カー ソル が 作図 ウィ ンド ウ ウ 中央 に 現れ ます 


これ で 「 展 開 図 ] モ ー ド に 入り ます 


鉄 (や じ り ) カー ソル 




















鍼 ( や じ り ) 所 の カー ソル は 右 ク リッ ク で 方 向 が 変わ り ま す 
展開 図 を 見 た い 部 屋 の 中 に カー ソル を 移動 し 、 見 た い 方 向 
に 合わ せま す 。 

クリ ッ ク す る と 「 展 開 図 」[ 終 了 」 の 選択 を 聞い て きま すか ら 、 
「 展 開 図 ] を 選ぶ と 、 指 定 き れ た 礎 の 展開 図 が 表示 され ます 。" 





この 状態 で 上 び クリ ッ ク す る と 、 鍼 (や じ り ) カー ソル に 大 

り ま す 。 

「 展 開 図 ] モ ー ド か ら 抜 ける に は 、「 展 開 図 」[ 終 了 」 の 選択 の 

と き 「 終 了 」 を 選び ます 。 

(*1) 「 展 開 図 ] は 壁 の 情報 図 で すか ら 、 開 口 し た 壁 が 透視 され て 見 
える わけ で は あり ませ ん 。 ま た 「 天 井 照明 ] な ど 、 壁 に つい て 
いる 建具 や 設備 以外 の 設備 な ど は 表示 され ませ ん 。 
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〈 立 面 図 を 見 る > 
「 操 作ら パネ ル 」 の 「 立 面 図 」 を クリ ッ ク す る と 、「 方角] の メニ 
ュー が 開き 、「 立 面 図 ] モ ー ド に な り ま す 。 


方 角 | 





問 面 図 は 家 を 四方 か ら 見 た 図 で すか ら 、 ま ず 方 角 を 選び ます 。 "ツリ 
ここ で は [北側 立 面 図 」 を 見 る こと に し ます 

「 方 角 ] メニ ュー の 「 北 側 ] を クリ ッ ク し ます 。 

これ で 「 北 側 立 面 図 」 が 表示 きれ まし た 。 





この 状態 で 再び クリ ッ ク す る と 、「 方 角 ] メニ ュー に 戻り ます 。 
「 方 角 」 メ ニュ ー で 右 ク リッ ク す る と 、「 立 面 図 」 モ ー ド か ら 抜 
け ま す 。 

で 1) 平面 図 の 上 が 北 で す 。 

し た が っ て 「 北 側 立 面 図 」 は 家 を 上 側 ( 北 ) か ら 見 た 図 で す 。 





奄 窒 の 


〈 仕 上 表 を 見 る > 
「 操 作 2 パネ ル ] の 「 仕 上 表 」 を クリ ッ ク す る と 、 設 計 し た 各部 
屋 の 内 装 の 一覧 表 が 表示 きれ ます 












































複 準 

標準 

標準 
主導 室 準 
浴室 標 準 2 
WC 標 準 | が 初 |2 人 5 |2 伯 231.600 
洗面 所 | 標準 | 丈 4 |Z 各 4 | 旭 グ | 168,400 
応接 室 | 標 準 |LX | 名 4 | 旭 ゆ Z| 879,000 
廊下 標準 |2X |2M | の が | 189.500 
玄関 | 標準 | 航 1 和 私 |「 元 の が | 336,900 合 











カー ソル を 上 下 に 動か し て 部 屋 を ひと つ 指 定 し 、 ク タク リック し 
ます 。 


する と その 部 屋 の 内 装 イ メー ジ が 表示 され ます . 





この 状態 で その 部 屋 の 内 装 を 変更 する こと が で きま す 。 

(一 p.42 内 装 の 決め か た ) 

右 ク リッ ク で 各部 屋 の 内 装 ・ 覧 表示 の 画面 に 戻り ます 。 
きら に 右 タ リッ ク す る と 、 こ の モー ド か ら 抜 け ま す 

("1) 部 屋 が ひと つも な いと き は 、 ク リッ ク し て も 反応 し ませ ん 。 


("2) 内 装 を 変更 し た と き は 、 そ の 部 屋 の 内 装 の 変更 項目 は 変わ っ 
て いま す 。 





番 和 人 


建具 表 を 見 る 〉 
「 探 作ら パネ ルレ] の 「 建 具 表 」 を クリ ッ ク す る と 、 設 計 中 の 設置 
済み 建具 と 設備 の 一覧 表 が 表示 きれ ます 。"" 





























| 室内 親子 ドア [月 ] 室内 親子 ドア 
室内 片 開き ドア | ガラ リド ア 











内 
500 
500 
200 
500 
ド 800 
室内 片 開 さ ドア | [ 彩 ] 室内 片 開き ドア 119,500 
111,500 
| 122,300 | 

















カー ソル を 上 ド に 動か し て 「 建 具 」 や 「 設 備 」 を ひと つ 指 定 し 、 
クリ ッ ク し ます 。 

する と その 「 建 具 ] あ る い は [設備] の 姿 図 が 表示 きれ ます 。 
室内 規子 ドア 月 ] 室内 絆 子 ドア 


ズ 建 具 [月 価格 | 1l1.500 
材 覧 | 扶 ラチ |D WRmWl エ 








シリ ー 
180cm 

















この 状態 で その [建具] あるいは 「 設 備 」 の 色 を 変え た り 、 撤 

去 し た りす る こと も で きま す 。( 一 p.6O を 設備 の 撤去 ・ 色 の 変更 

の し か た 一 p.67 信 建 具 の 撤去 ・ 色 の 変更 の し か た ) 

右 ク リッ ク で 建具 と 設備 の 一 覧 表示 の 画面 に 戻り ます 。 

きら に 右 ク リッ ク す る と 、 こ の モー ド か ら 抜 け ま す 

(*1) 「 建 具 ] も 「 設 備 ] も ひと つも な いと き は 、 ク リッ ク し て も 反応 
し ませ ん 。 





EO 


現時 点 で の 費 


< 明細 表 を 見 る 〉 
「 探 作ら パネル] の [明細 表 」 を クリ ッ ク す る と 、 
用 の 覧 表 が 表示 きれ ま す 


I "" i 


費用 は 上 地価 格 と 工事 費用 の 合計 で 、 


仮設 工 ま … 


⑧ 屋 根 工 事 … 


人 外装 工事 … 
人 @ 建 上 工事 … 





ho 1 
7 
2 
I 
3 


EE に EE お に 4 


に に ただ た に に に に に に に に に 
還 対 詞 二 還 語 衣 衣 胃 衣 表 還 


x 
KJ) 


上 事 費 用 は 
工事 の 際 に 必要 な 足場 、 シ ー ト な ど で す 。 建 
て る 家 の 規 模 で 決ま っ て きま す 。 


… 家 の 土台 と な る コン クリ ー ト 基礎 で す 。 建 築 


面積 で 決ま り ま す 。 

柱 や 梁 な どの 木造 の 家 を 建て る 中 心 と な る 部 
分 で す 。 家 の 規模 、 グ レー ド に よっ て 決ま り 
ます 。 

屋根 、 軒 な ど で す 。 屋 根 面 積 、 屋 根 の 材質 
に よっ て 決ま り ま す 。 


・ 外 壁 材 、 仕 上 げ な ど で す 。 


ドア 、 サ ッ シ 等 建具 に か か っ た 費用 で す 。 


… 各 部 屋 の 内 壁 材 、 仕 上 げ な ど で す 。 
… キッチン ユニ ッ ト 等 設備 に か か っ た 費用 で す 。 
… 門 扉 や カー ボー ト 等 外 構 に か か っ た 費用 で す 。 


現場 経費 と 、 一 般 管理 費 で す 。 工 費 の 総額 
で 決ま り ま す 。 


の 内 訳 が 一 覧 で きま す 。 
も う 一 度 ク リッ ク す る と 戻り ます 。 





香 穫 穫 得 乱 大 年 


《 設 計 を や り 直 す に は )》 
[| 「 操 作ら パネル の [初期 化 ]】 を クリ ッ ク す る と 、「 初 期 化 」 メ ニ 

ュー が 開き ます 

初期 化す る の を や め た いと き は 、 全 クリ ッ ク し ます 。 








〈 完 全 に 初期 化す る >〉 

今 設計 し て いる 家 の 設 計 を 、 始 めか ら や り 始 め た く な っ た と 
き に 実行 し ます 。 

「 初 期 化 ] メニ ュー で [完全 に 初期 化す る ] を クリ ッ ク し ます 。 





設計 図 を 完全 に 初期 化し ます 


よろ し いで すき か 2 





初期 化す る か 確認 し て きま す の で 「 実 行 ] を クリ ッ ク し ます 。 
する と 平面 図 か ら す べ て の 部 屋 や 建具 な ど が 取り 除 か れ ます 。 
「 取 消 」 を タリ ッ ク す れ ば 「 初 期 化 】 メ ニュ ー に 戻り ます 。 


< 今日 の 最初 に 戻す > 
今回 設計 モー ド に 人 っ た 最初 の 状態 に 戻し ます 
「 初 期 化 ] メニ ュー で 「 今 日 の 最初 に 戻す ] を クリ ッ ク し ます 。 





今日 の 作業 分 だ け 元 に 戻し ます 
よろ し じい で すか 





初期 化す る か 確認 し て きま す の で 「 実 行 ]」 を クタ リッ ク し ます 。 

する と 今回 設計 モー ド に 入っ た と き の 状 態 の 設計 図 に 変わ 

り 、 今 日 の 作業 の や り 直 し が で きま す 。"" 

「 取 消 」 を クリ ッ ク す れ ば 『「 初 期 化 】 メ ニュ ー に 戻り ます 。 

(*1) 完全 に 初期 化し て し まっ た 後 で も 、「 今 日 の 最初 に 戻す 」 を 行 
な うと 、 今 回 設計 モー ド に 入っ た 状態 に 復活 し ます 。 


設計 図 を 印刷 する 》 





《 設 計 を 終了 する 》 


平面 図 を ブリ ンタ で 印刷 し た いと き は 、「 ] 階 平面 図 ]」 ま た は 
「2 階 平 面 図 」 で 「 操 作ら バネ ルル | の 「 印 刷 ]」 を クリック し ます . 
する と 、「 縦 印刷 」 か 「 横 印刷 」 か 聞い て きま す の で 、 ど ちら 
か 選ん で クリ ッ ク し ます 。 

さら に 人 確認 メッ セー ジ で 「 実 行 ]」 を クリ ッ ク す る と 、 平 面 図 が 
プリ ンタ に 出力 され ます , 

印刷 が 終了 する と [終了 し まし た 。」 の メッ セー ジ が 出 ま す の 
で 、 タ リッ ク み し て て くだ さき りゃ 


る ⑧ 終 印刷 人 @ 横 印刷 


BE 


(*1)「 印 刷 」 し な いと き は 右 ク リッ ク で 戻り ます 。 
注 ) プリ ンタ は で きる だ け 初 期 状態 で 御 使用 くだ さい 。 



















































































SO クリ ッ ク す る と 、「 シ ステ ム 」 メ 
ニュ ー が 開き 、 設 計 モ ー ド を 終了 し ます 
終了 する NUM 右 ク リッ ク し ます 





〈 中 断 す る > 

「 中 断 」 を クリ ッ ク す る と 今日 の 作業 を 終了 し 、 メ イン 画面 
に 戻り ます 。 

この と き 1 日 経過 し ます 。 

設計 図 は 保存 きれ 、 後 日 この 設計 図 を 開く と 、 今 の 状態 か 
ら 設 計 を 再開 し ます 。 

(*1)) 設計 を 「 中 断 ] し た 状態 で は 「 着 工 」 す る こと は で きま せん 。 





要 


番 和 人 


〈 完 成す る > 

「 完 成 」 を クリ ッ ク す る と 設計 は 終了 し 、 着 工 で きる 状態 に 
な り ま す 。! 

設計 図 は 保存 きれ 、 今 日 の 作業 を 終了 し 、 メ イン 画面 に 戻 
り ま す 。 


この と きき 1 日経 過 し ます 。 

「 着 工 」 す る まで は 、 設 計 の 変更 は 可能 で 、 後 日 この 設計 図 

を 開く と 、 今 の 状態 か ら 設計 を 再開 し ます 。 

(*1) 設計 が 「 着 工 ] で きる 状態 に な っ て いな いと き は 、 メ ッ セ ー ジ 
が 出 て 「 完 成 」 で きま せん 。 











8 章 着工 か ら 売却 まで 】 





《 着 工 か ら 竣 工 ま で 》 








四 


ここ で は 、 設 計 後 の 着工 か ら 家 の 完 成 、 家 具 の 購入 ・ 設 置 、 
売却 まで の 説明 を し ます 。 


する と 、 い よい よ は 建築 で す 。 





家 の 設計 が 完 


< 着工 〉 
実際 に 家 の 建 築 工 事 を 始め る こと を 「 芽 工 ] と いい ます 。 
ここ で は 「 着 工 」 握 順に つい て 説明 を し ます 。 





る 建築 業者 を 決め る 

家 を 着工 する た め に は 、 家 の 建築 作業 を 「 建 築 業者 」 に 依頼 
し な けれ ば いけ ませ ん 。 
建築 業者 は 、「 〇 〇 工務 店 ] や 「X x 建 設 | な ど と いう 名 前 が 
つい て いま す 。 
マッ プ 上 の 地域 ポイ ント を クリ ッ ク す る と 、 メ ニュ ー の 中 に 
こう いっ た 名 前 が ある は ず で す 。 


見 つけ た ら 、 ク リッ ク し て み ま し ょ う 。 

建築 業者 の 担当 者 が 画面 に 現われ た ら 、 ど の 家 を 着工 する 
か 聞か れ ま す の で 、 着 上 虐 し た い 家 を 設計 が 完了 し て いる 家 の 
リス が ら 志 ん で クリ ッ ク ク し ます 

















発注 が 終わ る と 、 画 面 に 「 立 看板 」 が 表示 され 、 着 工 が 行 な 
われ た こと が わか り ま す 。 





答 裕 和裕 


テス ケー 竹馬 人 

着工 する と 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表 に 「 検 査 ] と 「 竣 工 (完成 )」 の 也 
定 が 書き 込ま れ ま す 。 

コマ ンド ウイ ンド ウ の 「 ス ケ ジ ュ ー ル | を タク リック し て 、 こ れ ら 
の 日 程 を 確認 し まし ょ う 。 


〈 検 査 〉 

家 を 着工 し た ら 、 上 竣工 まで は 3~4 ヶ 月 か か り ま す 。 

この 間 に 、 建 築 基 en, 
検 老 の 予定 日 は 着工 し た HH に わか り ま すか ら 、 ス ケ ジ ュ ー 
表 を 見 て 確認 し て お きま し ょ う 。 


1 年 3 月 ユノ I 


























検査 の 日 は 、 な に か 問題 が 発覚 する と 現場 か ら 連絡 が 入る 
こと に な っ て いる の で 、 他 の 予定 を 入れ ず に 、 事 務 所 で 待機 
し て お く こ と に な り ま す 。 
も し 検査 で 、 な に か 間 題 が 発覚 する と 、 当 然 手直し を し な 
けれ ば な ら な く な り 、 当 初 の 予定 より も 工事 費 が 高く か か っ 
て し まい ます 。 





く (竣工 〉 
着工 か ら 3~4 ヶ 月 が 建つ と 、 い よい よ 商 工 日 、 家 の 完成 を 
迎え ます 。 


《 家 を 鑑賞 する )》 








完成 し た 家 は 、 内 外 か ら 鑑 賞 す る こと が で きま す 」 


〈 外 観 を 鑑賞 する > 
完成 し た 家 の 外 観 は 、 昌 軸 責 ER 
視点 2 3 






) ら 鑑賞 する こと が で 
成 し た ら 。 [外観 を 見 る を クリ ッ ク し て くだ さき い 。 画 
引 ト 観 鑑賞 画面 に 変わ り ます 











多 視 点 (方 向 ) の 切り 替え 


と し を クリ ッ ク す る こと で 、 東 是 南 北 の 4 視点 を 切符 


えま す 














視点 (距離 ) の 切り 替え 
「 視 点 ] を クリ ッ ク す る こと で 、「 遠 景 」 と 「 近 景 」 の 2 距離 か ら 
見 る こと が で きま す 





描画 モー ド の 切り 替え 

外観 の 描画 に は 、「 高 速 ]「 精 細 」「 標 準 」 の 3 種類 の モー ド が 

あり ます 。 

介 「 高 速 」 は 、 描 画 を 高速 に 行ない ます が 、 代 わり に 画像 の 
精度 が 低く な り ま す 。 

~@「 精 細 」 は 、 画 像 の 精度 が 高く な り ま す が 、 代 わり に 描画 
時 間 が 長く か か り ます 。 

[標準 は 、 描 画 時 間 、 画 像 の 精度 と も に 標準 的 な も の で す 。 

建て た 、 い ろ い ろ な 角度 か ら つ ぎ つ ぎ に 見 て みた い 場 合 

ND a する 場 人 











は 「 高 速 ] モ ー ド を 
に は 「 精 細 」 モ ー 
人 ぶ と 良い で し ょ う 。 











〈 家 の 中 を 鑑賞 する > 
完成 し た 家 の 内 部 は 、 ど こ で も 好き な 場所 を 好き な 方 向 か 


ら 見 る こと が で きま す 
た だ し 、 収 納 の 中 は 見 る こと が で きま せん 


金 完成 し た 家 を 訪ね る 

家 が 完成 し た ら 、 家 の 上 上 地 の 地 域 ポ イン ト を クリ ッ ク す 

る と 、 メ ニュ ー に 完成 し た 家 が 新しく 追加 きれ て いる は ず で 
。 こ の 場合 、 顧 客 の 名 前 の 後に 「 邸 」 と 付き ます 






この 家 へ 移動 する と 、 メ ニュ ー が 開き 「 内 観 」 と 「 外 観 」 の ど 
ちら を 見 る の か を 選択 し ます 
ここ で は 「 内 観 ]」 を クタ リック し ます 


る 「 内 観 」 
「 内 観 ]」 を タク リック す る と 、 そ の 家 の 平 面 図 が 表示 され 、 作 
業 ウ イン ドウ ト 上 に 、 鍼 (や じ り ) 思 に 変わ っ た カー ソル が 天 
が きれ ます 。 


















































この カー ソル を 、 作 業 ウ イン ドウ 上 の 部 屋 の 上 に 重ね て クリ 
ッ ク す る と 、 鐘 (やじ り ) の 突っ て いる 方 を 前 方 と し て 見 た 
その 部 屋 の グラ フィ ッ ク が 表示 きれ ます 。 





午 穫 穫 大 乱 筑 古 








カー ソル の 向き は 、 右 クリ ッ ク を 1 回 する ご と に 90 度 ずつ 回 
転 し ます 。 
表示 され た 「 内 観 」 の グラ フィ ッ ク は 、 右 クタ クリック を する と 閉 
7 
、「 内 観 」 グラフィック を 表示 し た まま 作業 ウイ ンド ウ の 
Uipt 4 A リッ ク す る と 、 ク リッ ク し た 方 向 
) 示さ れ ま す 。 連続 し て これ を 
部 屋 の 中 を 歩い て いる よう に 見 え 





る 「 明 細 表 」 

この 家 の 「 工 事 費用 」「 土 地価 格 」「 家 具 費 用 」「 合 計 ]」 を ひと め 
で 見 る こと が で きま す 。 家具 の 設置 の 際 に 、 現 在 費用 が い 
くら か か っ て いる か を 調べ る の に 便利 で す 。 





候 間 宇 * 和 W イ の a 


を る 印刷 」 

この 「 内 観 」 を 見 る 時 点 で も 、 平 面 図 を 印刷 する こと が で 
ます 

印刷 の し か た は 、 《 設 計 図 を FI 刷 する ) (P.87) と 同様 で す 


nw 


《 家 具 の 購入 ・ 設 置 ) 


家 が 完成 し た ら 、 家 具 の 配置 を し まし ょ う 。 
配置 の 前 に 、 ま ず 、 願 客 の 要望 する 家具 を 買い 揃え る 必要 
が あり ます 。 


〈 家 具 を 購入 する 場所 > 

家具 が 買え る 場所 は 、 デ パー ト や 家具 屋 、 骨董 品 屋 な ど で 
す 。 こ れ ら の 店 は 、 不 動産 屋 や 巴 同様 、 マ ッ プ の 中 
に 存在 し て いま す 。 こ まめ に マッ プ 上 の 地域 ポイ ント を チェ 
ッ ク し て 、 目 指す 家具 を 扱っ て いる 店 を 探し て お きま し ょ う 。 











に デパート 
上 旧家 具 全般 、 及 び 観 物 な ど を 扱っ て いま す 。 








EE 








@ 球 具 屋 
机 、 ベ ペッ ド 、 タ ンス な どの 一 般 的 な 家具 を 扱っ て いま す 。 





人 @ 電 気 屋 
照明 器具 、AV 機 器 、 洗 濯 機 な どの 電気 製品 を 扱っ て いま す 。 





上 
IM 


























香 意 礁 


人 @ 骨 董 品 屋 

電 、 甲 再 (か っ ちゅ う ) な どの 骨 童 品 を 扱っ て いま す 。 
@ 美 術 品 店 

絵画 、 掛 け 直 な どの 美術 品 を 扱っ て いま す 。 





@ よ ろ ず 屋 
きま ざま な 物 を 扱っ て いま す 。 ま た 、 持 っ て いる 家具 を 売 
する こと が で きま す 。 


@ フ リー マー ケッ ト 

た ま に 、 ど こ か の 町 で フリ ー マ ー ケ ッ ト が 開か れ て いる こと 
が あり ます 。 

導い て いる 日 は さだ か で は あり ませ ん 。 

時 間 が ある と き に 、 い ろ い ろ な 街 を 覗い て みる と 良い で し ょ う 


〈 家 具 の 購入 > 

地域 ポイ ント を クリ ッ ク し 、 デ パー ト や 家具 屋 を メニ ュー か 
ら 選 択 し ます 。 

店 釧 を クリ ッ ク す る と 、 画 面 に その 店 の 商品 リス ト が 表示 さき 
れ ま す 。 





紺 1 
アッ プラ イト ピア ノ 【 赤 】 
エレ クト ー ン 【 黒 】 
エレ クト ー ン 【 緑 1 
































リス ト か ら 欲 し い 家 具 を 見 つけ た ら 、 リ スト 上 の 商品 名 を ク 
7 次 の しま すら 
その 商品 の カタ ログ が 開き ます 。 

















瞳 入 





カタ ログ を 見 て 気に入っ た 場合 は 、「 購 入 」 を クタ クリック し ます 
の 商品 を 購 矯 し た こと に な り 、「 手 帳 」 の 「 家 具 」 


の リス ト に その 商品 が 書き 込ま れ ま す 





< 家具 の 設置 

家具 は 、 完 成 し た 家 ( 客 に 完 却 する 前 ) に だ け 設 置 で きま す 
家 の 内 装 を 見 る と き と 同 様 に 、 完 成 し た 家 の あ る 場所 に 
(地域 ポイ ント を クリ ッ ク し て ) 行き ます 。 

地域 ポイ ント の メニ ュー か ら 完 成 し た 家 を クリ ッ ク す る と 、 
「 外 観 ] と 「 内 観 ]」 の メニ ュー が 表示 きれ る の で 、「 内 観 」 を ク 
リッ みみ し ます 。 

家 の 図 面 が 表示 され ます 。 





















つぎ に 画面 右側 の 操作 パネ ル の 「 設 置 ] を クタ リック する と 、 現 
家具 の リス ト が 表示 され ます 。 















































PT 男 : 社 A| 
茶室 セッ ト 【 黒 8,000,000 
様 浴 書 意 机 セッ ト 【 茶 色 】 58,000 
ジャ イア ント デー ト パ ー ム 【 百 】 58。000 
グ 3 【 茶 色 ] L283,000 
ペン ジャ ミン 【 白 ‘3,000 
生前 者 量 880,000 
| 
[ 











その リス ト か ら 、 設 置 し た い 家 具 を 選ん で クリ ッ ク す る と 、 
カー ソル が 家具 の シン ボル に 変わ り ま す 。 








図 











その カー ソル を 設置 し た い 場 所 に 動か し クリ ッ ク す る と 、 
面 軒 上 に 家具 の シン ボル が 確定 され 、 そ の 家具 が 設置 で きた 
と に な り ま す 。 





出 中 mE Rm I mm の ルン ク | 


(家具 の 撤去 > 

家具 の 撤去 は 、 家 具 の 設置 と 同様 に 、 内 装 鑑 賞 画面 向 で 行 
な いま す 

家具 の 撤 の 方 法 は 「 個 別 撤去 」「 部 屋 別 撤去 」「 全 家具 撤 
去 」 の 3 通り あり ます 。 


る 「 家 具 撤 去 」 

『 する こと が で きま す 

E パ ネル の 「 家 具 搬 去 ] を クリ ッ ク し た あと に 、 
家具 の シン ボル を クリ ッ ク し ます 。 そ の 

ト に 戻り ます 






画面 右側 の 操 
図面 上 の 撤去 し た い 




















| を 委 た し 
よろ し いで すか 7 











電 章介 代 人 


$「 部 屋 別 撤去 」 
ー つ の 部 屋 

す 
画面 右側 の 操作 パネ ル の 「 部 屋 別 撤去 ] を クリ ッ ク し た あと 
に 、 図 面 上 の クタ リッ クビ ます 






いて ある 察 具 すべ て を 一度 に 撤去 する こと が 








その 部 屋 に ある 家具 は すべ て 図面 上 か ら 消 えて 、 家 具 リ ス 
ト に 戻り ます 





























$「 全 家具 撤去 」 

その 家 に 設置 し て ある 家具 すべ て を 一 度 に 撤去 する こと が で 
きま す 

両面 右側 の 操作 パネ ル の 「 全 家具 撤去 」 を クリ ッ ク す る と 、 撤 
』 認 し て きま す の で 、「 実 行 ] を クリ ッ ク し ます 。 穴 具 
は すべ て 図面 上 か ら 消え て 、 家 具 リ スト に 戻り ます 













で の を し 
よろ し いで すか ? 














RI ED ETRY Ft FE 

く 家 具 の 設置 条件 》 

数 ある 家具 の 中 に は 、 設 置 で きる 場所 が 決ま っ て いる も の が 
あり ます 

る 棚 置き 


家具 の リス ト を 見 る と 、「 棚 置き を 」 と 彰 か れ て いる 商品 が あり 
ます 。 こ れ ら は 、 カ ウン ター の 上 に し か 設置 する こと が で き 
ませ ん 。 

金 壁掛 け 


掛け 軸 や 絵画 は 、 壁 に 接し て いな いと 設置 する こと が で きま 
せん 。 


床の間 置き 


床の間 専用 の 家具 は 、 床 の 間 に し か 設置 する こと が で きま 


秋夫 


る 顧客 の 評価 



























= SS 5 N ? 
売却 時 に 、 そ の 顧客 の 評価 が 提示 額 と と も に コメ ント され 
ます 。 建 て た 家 が その 顧客 の 要望 を どれ だ け 満 足 さ きせ て いる 
か を 知る 目安 と な り ま す 。 


人 顧客 へ 売却 する メリ ッ ト 

顧客 へ 売却 し た 場合 、 そ の 顧客 が 友人 や 知人 な ど を 、 新 し 
い 客 と し て 紹介 し て くれ る こと が あり ます 。 ま た 、 人 に よっ 
て は 、 好 意 を 寄せ て くれ た り 、 パ ー テ ィ ー な ど に 招待 し て く 
れる か も 知れ ませ ん 。 





〈 不 動産 屋 へ 売却 する > 

不動 産 屋 に 売却 する 場合 は 、、 マ ッ プ 上 の どこ の 不動 産 屋 へ 
行っ て も 構い ませ ん 。 建て た 家 の 地域 に こだわ る こと は あり 
ませ ん 。 

不動 産 屋 を 訪ね て 、 用 件 の メニ ュー か ら 「 物 件 を 売り に 来 た | 
を 選ぶ と 、 そ の 不動 産 屋 は 値段 を 提示 し て きま す 。 

その 提示 額 で 良い 場合 は 「 売 却 」 を クタ リッ ク し 、 商 談 は 成立 
し ます 。「 売 却 し な い 」 を クリ ッ ク し て 、 率 客 や 他 の 不動 産 
屋 の 値 付 け を 見 る こと も で きま す 。 


る 不動 産 屋 の 評価 









の 物件 な ら 
248,635,000 円 で 引き 取り ます が 


不動 産 屋 が 提示 し て くる 価格 は 、 一 般 的 評価 に 基づい て い 
ます 。 

し か し 、 複 数 の 不動 産 屋 を 当たっ た 場合 は 、 当 然 、 土 地 は 
地価 相場 に よっ て 変動 し ます し 、 不 動産 屋 の 性 格 に よっ て 
も 、 多 少 の 誤差 は 生ま れ ま す 。 


る 不動産 屋 へ 売却 する メリ ッ ト 
不動 産 屋 は 売却 時 に 、 提 示 額 と と も に その 家 の 土 地 や 構造 
な ど を 、A~E の 5 段階 評価 で 





ド 点 し で くれ ます 。 自 分 の 設 
計 し た 家 の 一 般 的 評価 を 知り た い 場 合 は 、 - 度 、 不 動産 屋 
を 訪ね る の も 良い で し ょ う 





秋生 


自分 で 間取り を 設計 し 記 を 眺め て いた ら 、 や が 
て 、 そ の 家 で 人 間 た ち が 生 活 する 様子 が 頭 に 浮か ん で 
きま し た 。「 彼 ら ] は テレ ビ を 見 た り 、 食 事 し た り 、 シ ャ 
ワー を 浴び た り 、 ベ ッ ド に 入っ た り ・…・ 

ある と き は ケン カ も し 、 泣 いて 家 を 飛び 出す と きも ある 
か も し れ な いけ れ ど 、 ロ ー ン の 返済 も 苦し いし 、 遼 い 通 
勤 も た い へ ん で は ある と は 思う けれ ど 、 心 の 拠り 所 に 違 











いな い 「 家 」 を 中 心 に 、「 彼 ら 」] の 笑い 声 は た える こと は な 
いで し ょ う 。 

や が て 家族 が 増え 、 年 齢 を 重ね ・‥…。 夢 は どこ まで も 
広がっ て いき ます 。 

そし て その 家 で 生活 し て いる 「 彼 」 こ そ ・‥・・ あ な た 本 人 な 
の で す 。 


「 マ イ ホ ー ム ドリー ム ]」 を 通し て 、 
あな た の 「 心 」 の 中 に ある モノ を 

あな た 自身 の [創造] で カタ ナチ に し 、 
あな た だ け の 「 夢 」 を 具体 化す る 。 


そん な お 手伝い が で きれ ば 幸い で す 。 


あり が と う ご ざ いま し た 。 











’ 回 本 "上 9 7 
1 に 補 本 HH == EE 


友 品 質 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 当社 の 製造 上 の 原因 に よる 不良 が あり まし た ら 新 
し い 製 品 と お 取り 替え し ます 

去 本 プロ グラ ム 使 用 に より 生じ た いか な る 事態 に も 当社 は 一 切 責任 を 負い か ね ます の で ご 
承 く だ さい 

云 本 プロ グラ ム は 、 個 人 と し て 楽し む 以 外 は 、 著 作 権 法 上 、 無 断 で 使用 、 コ ピー する こと 
は 禁じ られ て いま す 。 


支 当社 の 商品 は 、 純 正 品 以外 の ドラ イブ で 正常 に 作動 し な いこ と が あり ます の で ご 注意 くだ 
さい 。 


お 問 合 わせ 

云 こ の ゲー ム の 内 容 に 関す る ご 質問 や お 問 合 わ せ は 、 手 紙 で お 願い し ます 。 
質問 の 内 容 を 詳し く 紙 に 書い て 、 返 信用 封筒 (あな た の 名 前 、 住 所 を 書い て 80 円 切手 を 
貼っ た も の ) を 同封 の 上 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 






































〒150 東京 都 渋谷 区 渋谷 2-16-1 日 石 渋谷 ビル 10F 
ビク ター エン タテ イン メン ト 株 式 会 社 
マル チ メ デ ィ ア 本 部 イン タラ クティ ブ ソ フト 部 「 マ イ ホ ー ム ドリ ー ム 2] 質問 係 


支 ゲー ム 内 容 以 外 の お 問 合 わ せ は 
TEL 03-3406-9132 平日 15 : 00~18: 00 





